
東区の分野別計画

東区の概要

　 東区では、 施策をより 分かり やすく 示し 、 効果的に取り 組みを 進めるため、 いく つかの分野別計画

を策定し ています。 区ビジョ ン基本方針、 区ビジョ ンまちづく り 計画に基づき ながら、 こ れら の主な

分野別計画と と も に、 総合的にまちづく り を推進し ていき ます。

【 東区　 区民と 進めるまちづく り 　 東区まちづく り 計画】

　 都市計画基本方針の区別構想に基づき 策定し た東区独自の計画で、 中地区、 東地区、 石山地

区と エリ アごと に都市計画分野のまちづく り の方向性を分かり やすく 示し たも の。

【 東区　 地域ふれあいプラ ン～東区地域福祉計画・ 地域福祉活動計画～】

　 社会福祉法に基づく 市町村地域福祉計画に位置付けら れ、区社会福祉協議会など民間の活動・

行動計画である地域福祉活動計画と 一体的に策定し たも の。 高齢者福祉、 障がい者福祉、 児童

福祉など地域住民の福祉に関連する施策や取り 組みの方向性を示し たも の。

【 東区生活交通改善プラ ン】

　 地域公共交通の活性化及び再生に関する法律に基づく 新潟市地域公共交通網形成計画の一部

と し て位置づけら れる。 東区の公共交通の現状と 課題への対応や、 地域の実情に応じ て必要と

なる具体的な交通施策等を示し たも の。

【 じ ゅんさ い池みら いプラ ン】

　 住宅街の中にあっ て貴重な自然環境を有し 、 砂丘湖と いう 希少な成り 立ちをも つじ ゅ んさ い

池の環境保全や利活用の方向性に関し て、「 未来につなぐ 」 と いう 視点から 持続可能なあり 方

を地域住民などと 共に検討し 取り まと めたも の。

新潟市東区役所地域課

〒 9 5 0 -8 7 0 9 　 新潟市東区下木戸 1 丁目 4 番 1 号

TEL　 0 2 5 -2 7 2 -1 0 0 0 （ 代表）

東区区ビジョ ンまちづく り 計画　 概要版　 令和 5 年 3 月

産業と 多様な魅力が調和し 、
心豊かに暮ら せるまち 計画全文は、

区ホームページに
掲載し ています
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令和５（ 2 0 2 3 ）年度 ▶  令和1 2（ 2 0 3 0 ）年度

東区 区ビジョ ンまちづく り 計画

概 要 版

　 東区区ビジョ ンまちづく り 計画は、 令和５（ 2 0 2 3 ）年度から 令和1 2（ 2 0 3 0 ）年度までの８ 年間

におけるまちづく り の方針を 示し た計画です。 地域コ ミ ュ ニティ 協議会や東区自治協議会を は

じ めと する区民の皆さ まから のご意見を踏まえ策定し まし た。

　 区の将来像の実現を目指し 、 本計画に基づき東区の施策を展開し ていき ます。

区の将来像

産業と 多様な魅力が調和し 、

心豊かに暮ら せるまち

新潟市 東　 区

人口（ 人） 7 89 ,2 7 5 1 3 4 ,4 4 6

世帯数（ 世帯） 3 31 ,2 7 2 5 7 ,4 9 1

面積（ k㎡） 72 6 .2 8 3 8 .6 3

人口、 世帯数： R2 国勢調査

面積： 全国都道府県市区町村別面積調（ R4 .1 ）

　 東区の人口及び世帯数は、 ８ 区中、

中央区、 西区に次いで３ 番目に多く 、

人口は市全体の1 7 % を占めています。

　 面積は 3 8 .6 3 k㎡で８ 区中、 中央区

に次いで２ 番目に小さ く 、 市全体の面

積の約５ ％です。

　 東区は、 信濃川河口部の東に位置

し 、 北は日本海に面し て いま す。 西

に信濃川と 栗ノ 木川、 東に阿賀野川、

中央には区の東西を 横断する 通船川

が流れています。

　 また、 新潟空港と 新潟西港があり 、

空と 海の玄関口にも なっ ています。

北区
東区

江南区

秋葉区南区

西区

西蒲区

中央区

●

●

●

山の下
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東消防署
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新潟空港 IC

新
潟
西
港

新
栗
ノ
木
川

赤

　 道



区の将来像 「 産業と 多様な魅力が調和し 、 心豊かに暮ら せるまち」 を 実現するため

東区の特色を 活かし て区民の皆さ まと 共に まちづく り を 進めていき ます。

東区区ビジョ ンまちづく り 計画では、 ４ つ の目指す区のすがたを示し ています。

活力ある産業と 地域の魅力を

活かし てにぎわう まち

～地域資源を 活用し たまちづく り ～

【 取り 組みの方向性】

　 多様な産業と 豊かな水辺環境、 まちの玄関

口である空港・ 港や文化・ 歴史など、 東区独

自の魅力を活用し 区内外へ発信するこ と によ

り 、 だれも が魅力を感じ るこ と ができるまち

を目指し ます。

地域産業の支援と 活性化

　 民間事業者にと っ て、 より 操業し やすい環境づく

り や、 商工業の持続的な発展に向けた支援を 行う と

と も に、 産学官の連携の深化、 事業者間の連携支援

など、 多様な主体と の協働により 地域産業の活性化

を 図り 、 将来にわたり 東区で働き 、 暮ら し ていける

まちをつく り ます。

１

魅力の再認識と 発信

　「 産業のま ち 」 と いう 特色のほか、 東区の歴史・

文化の価値や魅力を 区民、 特に子ども や若者に再認

識し ても ら う 働き かけを 行う と と も に、 さ ら に磨き

をかけ区内外へ発信し 、 東区への愛着と 誇り を育み、

交流人口・ 関係人口の増加を図り ます。

２

地域の特色を活かし たにぎわいの創出

　 新潟空港と 新潟西港（ 山の下埠頭） と いう 拠点に

加え、 海や川、 潟などの水辺空間が多く ある東区の

特色を活かし てにぎわいを 創出するこ と で、 活気あ

るまちをつく り ます。

３

◀  産業のまち東区の
　 魅力を 体感でき る
　 工場夜景バスツアー

産業観光の進展に▶
向けた産学官連携
の取り 組み

Ⅰ目指す区のすがた

だれも が互いに学び合い、

共に育つまち

～多様な連携と 交流による人材育成～

【 取り 組みの方向性】

　 地域・ 学校・ 民間事業者・ 行政の連携を 進め

ると と も に、 幅広い世代や様々な立場の人々が

学び合う 機会を 充実さ せるこ と で、 未来の担い

手である子ども たちや地域を支える多様な人材

が育つまちを目指し ます。

地域ぐ るみでの子育て・ 教育環境の充実

　 子ども の健やかな育ちを守り 、 支えるこ と が、 未

来の地域づく り のために不可欠です。 地域・ 学校園・

社会教育施設・ 行政などが連携を深め、 子育て・ 教

育環境を 整え、 地域の子ども たちを 地域で育てる仕

組みづく り を進めます。

１

学び合いや交流機会の充実

　 人々が学び合い、 交流するこ と は、 個人の生き が

いづく り のほか、 地域の輪を 広げ、 地域課題の解決

へのき っ かけづく り にも なり ます。 生涯学習や交流

機会の充実を 図る と と も に、 多様な団体と 連携し 、

地域を支える人材の育成を図り ます。

２

◀ ウェ ブを 活用し た

   子育て支援講座

公民館等で▶
行われる
世代間交流の
取り 組み

地域の人々が自分ら し く

活躍するまち

～地域内連携の推進と 地域力の向上～

【 取り 組みの方向性】

　 地域で活動する団体への支援の充実や団体

間の連携により 、 地域課題を地域で解決でき

るまちを目指し ます。

地域内連携の推進

　 地域で活動する様々な団体が、 より 効率的で効果

的な活動ができ るよう 、 団体間の連携を 支援すると

と も に、 幅広い世代に向けて地域活動への参加を 促

すこ と で、 地域活動の質と 量の向上を図り ます。  

１

地域力の向上

　 自治会・ 町内会、 地域コ ミ ュ ニティ 協議会、 区自治

協議会など、 住民自治を 担う 団体や、 地域で活動する

多様な団体の活動を支援すると と も に、 団体間の連携

を 促進し 、 互いに知恵を 出し 合い、 持続可能な形で地

域課題を解決できる力を培います。

２

◀  地域住民、 大学生、
　 N PO 法人が連携
　 し て地域づく り を
　 考えるミ ーティ ング

自治会 ･ 町内会▶
による地域の
除雪活動

安心し て快適に暮ら せるまち

【 取り 組みの方向性】

～健康で安心・ 安全に暮ら せるまちづく り ～

　 地域全体で互いに支え合い、 助け合いながら 、

だれも が健康で安心・ 安全に暮ら せるまちを目

指し ます。

～快適な生活環境の整備～

　 交通の円滑化や生活交通の確保、 地域と の協

働によるより 良い生活環境づく り を通じ て、 快

適で暮ら し やすいまちを目指し ます。

～身近で頼れる区役所づく り ～

　 生活に密着し た情報発信や、 質の高い行政

サービスの提供を 通じ て、 身近で頼れる区役所

を目指し ます。

安心・ 安全なまちづく り の推進

　 自然災害や犯罪、 交通事故などから 区民の生命と 財産

を 守るため、 自助、 共助、 公助の連携により 安心・ 安全

なまちづく り を 推進し ます。

１

支え合い助け合う 地域福祉の推進

　 地域共生社会の実現のため、 様々な機関が協働し

て包括的に支援する と と も に、 住民と 多様な主体が

つながり 合い、 生き がいや役割を も っ て、 互いに支

え合い、 助け合う まちづく り を推進し ます。

２

持続可能な交通環境の整備と 公共施設等の利活用

　 円滑な交通体系を 構築し 、 持続可能な生活交通のあり

方の検討を 進めます。 また、 大規模遊休地や公共施設等

の利活用ついて地域と 共に考えていき ます。

３

憩いの空間づく り と 生活環境保全

　 水辺や公共空間を 活用し た憩いの空間づく り を 進める

と と も に、 生活環境の保全を 図り 、 区民が気持ち良く 快

適に暮ら せる環境づく り を 推進し ます。

４

行政サービスの向上

　 社会情勢の変化や多様化する住民ニーズに対し 、 適切

なサービスを 着実に提供し ます。 また、 正し い情報、 必

要な情報の発信と 丁寧な広聴の充実に努めます。

５

◀  寺山公園での
　 大学生と 子ども
　 たちと の交流　

◀ 地域課題の解決を

　 目指す区自治協議会

災害時の避難所▶
運営を 想定し た
ワーク ショ ッ プ

Ⅱ目指す区のすがた Ⅲ目指す区のすがた Ⅳ目指す区のすがた
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　 東区区ビジョ ンまちづく り 計画は、 令和５（ 2 02 3 ）年度から 令和12（ 2 0 30 ）年度までの８

年間におけるまちづく り の方針を示し た計画です。 地域コ ミ ュ ニティ 協議会や東区自治協議

会をはじ めと する区民の皆さ まから のご意見を踏まえ策定し まし た。

　 区の将来像の実現を目指し 、 本計画に基づき 東区の施策を展開し ていきます。

新潟市総合計画と は

● 　 新潟市が目指すまちづく り のあり 方を示すも ので、「 基本構想」「 基本計画」「 実施計画」

で構成さ  れており 、 区ビジョ ンまちづく り 計画の上位計画です。

● 　「 基本構想」「 基本計画」は、 令和５（ 2 02 3）年度から 令和1 2 （ 2 03 0）年度までの８ 年間

を計画期間と し 、 新潟市の目指すまちづく り の方針と 、 その実現に向けた政策と 施策につ

いて記載するも のです。

　  　 また、 施策の実現に向けた具体的な取り 組みを掲載する「 実施計画」は計画期間の中間で

ある令和８（ 20 2 6）年度に必要な見直し を行う 予定です。

区ビジョ ン基本方針と は

●　 東区の将来像や目指す方向性などを示すも のです。

●　 新潟市総合計画の「 基本計画」の一部と し て策定さ れます。

●　 東区自治協議会で検討・ 審議し 、 新潟市議会の議決を経て策定し まし た。

区ビジョ ンまちづく り 計画と は

● 　「 基本計画」と「 実施計画」で構成さ れ、 う ち「 基本計画」は、 区ビジョ ン基本方針を踏まえ、

より 具体的な取り 組みの方向性を示すも のです。

●　 計画期間は、 令和５（ 20 23 ）年度から 令和1 2 （ 2 03 0 ）年度までの８ 年間です。

　 　 構成は、「 第１ 章　 東区の概要」

　 　 　 　 　 　「 第２ 章　 東区区ビジョ ンまちづく り 計画の体系図」

　 　 　 　 　 　「 第３ 章　 東区の現状・ 課題と 取り 組みの方向性」と なっ ています。

●　「 実施計画（ 別冊）」は、 ２ 年ごと に策定し 進捗管理を行っ ていきます。

計画の構成

はじ めに
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● 　 2 01 5 年9 月開催の「 国連持続可能な 開発

サミ ッ ト 」で採択さ れた、 より よい未来を 目

指すた めの20 30 年ま で の世界共通の目標

「 Susta inab le  D eve lo p m ent Go a ls」 の 略

称です。

● 　 新潟市総合計画の基本構想に掲げた「 持続

可能なまちづく り 」と いう 方向性は、 まさ に

SD Gsにおける 持続可能な開発（ 将来世代の

ニーズに応える 能力を 損ねる こ と なく 、 現

代の世代のニーズを満たす開発）の考え方と 一致し ています。

● 　 新潟市総合計画においても「 経済」「 社会」「 環境」の３ 側面の調和など、 SD Gsの基本的

な考え方を意識し て、 それぞれの政策・ 施策を推進するこ と と し ています。

● 　 全ての政策分野及び行財政運営において、 市民・ 民間事業者・ 国・ 県・ 周辺市町村など

多様な主体と のパート ナーシッ プを活かし た施策推進を重視し ていき ます。

計画の位置づけ

新潟市総合計画 東区区ビジョ ンまちづく り 計画

基本構想

まちづく り の理念

目指す都市像

実施計画

基本計画で示し た

施策を 実現するための

具体的な取り 組み

実施計画

上記で示し た施策を実現する

ための具体的な取り 組み（ 別冊）

基本計画

重点戦略

各分野の政策・ 施策

持続可能な行財政運営

区ビジョ ン基本方針

S D G s（ 持続可能な開発目標）と は

基本計画

第１ 章　 東区の概要

　 　 　 　 １  地勢　 ２  歴史　 ３  自然　 ４  人口

 ５  土地利用　 ６  産業　 ７  交通

第２ 章　 東区区ビジョ ンまちづく り

　 　 　 　 計画の体系図

第３ 章　 東区の現状・ 課題と

　 　 　 　 取り 組みの方向性
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区の将来像

目指す区のすがた

産業と 多様な魅力が調和し 、産業と 多様な魅力が調和し 、

心豊かに暮ら せるまち心豊かに暮ら せるまち

Ⅰ　 活力ある産業と 地域の魅力を活かし てにぎわう まちⅠ　 活力ある産業と 地域の魅力を活かし てにぎわう まち

　 多様な産業と 豊かな水辺環境、 ま ち の玄関口である 空港・ 港や文化・ 歴史

など、 東区独自の魅力を 活用し 区内外へ発信する こ と によ り 、 だれも が魅力

を 感じ る こ と ができ る まち を 目指し ます。

Ⅱ　 だれも が互いに学び合い、 共に育つまちⅡ　 だれも が互いに学び合い、 共に育つまち

　 地域・ 学校・ 民間事業者・ 行政の連携を 進める と と も に、 幅広い世代や様々

な立場の人々が学び合う 機会を 充実さ せる こ と で、 未来の担い手である 子ど

も たち や地域を 支える 多様な人材が育つまち を 目指し ます。

Ⅲ　 地域の人々が自分ら し く 活躍するまちⅢ　 地域の人々が自分ら し く 活躍するまち

　 地域で活動する 団体への支援の充実や団体間の連携によ り 、 地域課題を 地

域で解決でき る まち を 目指し ます。

Ⅳ　 安心し て快適に暮ら せるまちⅣ　 安心し て快適に暮ら せるまち

　 地域全体で互いに支え合い、 助け合いながら 、 だれも が健康で安心・ 安全

に暮ら せるまち を 目指し ます。

　 交通の円滑化や生活交通の確保、 地域と の協働によ る よ り 良い生活環境づ

く り を 通じ て、 快適で暮ら し やすいまちを 目指し ます。

　 生活に密着し た情報発信や質の高い行政サービ スの提供を 通じ て 、 身近で

頼れる 区役所を 目指し ます。

まち を 彩る 工場夜景 緑が広がる 寺山公園

東区区ビジョ ン基本方針（ 抜粋）
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項　 　 目 新潟市全体 東　 区 全市に占める 割合 北　 区 中央区

人
　

口

総　 数
令和２ 年人口（ 人） 78 9 ,2 7 5 1 34 ,4 4 6 17 .0％ 7 2 ,8 0 4 1 80 ,3 4 5

令和2 7年推計人口（ 人）　 631 ,5 1 0 10 0 ,6 7 4 　 1 5 .9 ％ 5 5 ,2 8 5 　 　 1 60 ,9 9 5

1 5歳
未満

令和２ 年人口（ 人）
割合（ % ）

91 ,2 2 4
（ 1 1 .6 ）

1 5 ,8 6 7
（ 11 .8 ）

1 7 .4 ％
8 ,1 9 5

（ 11 .3 ）
19 ,5 9 9
（ 10 .9 ）

令和2 7年推計人口（ 人）　
割合（ % ）

60 ,8 3 5
（ 9 .6 ）　

　 9 ,9 8 8
（ 9 .9 ）

1 6 .4 ％
5 ,6 9 2

（ 10 .3 ）
　 16 ,0 8 4

（ 10 .0 ）

1 5 ～
6 4歳

令和２ 年人口（ 人）
割合（ % ）

4 63 ,6 0 5
（ 5 8 .7 ）

7 9 ,3 0 8
（ 59 .0 ）

1 7 .1 ％
4 1 ,3 0 1
（ 5 6 .7 ）

1 12 ,9 8 1
（ 62 .6 ）

令和27 年推計人口（ 人）　
割合（ % ）

3 17 ,6 2 5
（ 50 .3 ）　

5 2 ,2 5 3
（ 5 1 .9 ）　

1 6 .5 ％
2 8 ,7 0 0
（ 5 1 .9 ）　

87 ,6 2 3
（ 54 .4 ）　

6 5歳
以上

令和２ 年人口（ 人）
割合（ % ）

2 34 ,4 4 6
（ 29 .7 ）

3 9 ,2 7 1
（ 2 9 .2 ）

1 6 .8 ％
23 ,3 0 8
（ 3 2 .0 ）

47 ,7 6 5
（ 26 .5 ）

令和27 年推計人口（ 人）
割合（ % ）

2 53 ,0 5 0
（ 40 .1 ）　

3 8 ,4 3 3
（ 3 8 .2 ）　

15 .2％
20 ,8 9 3
（ 3 7 .8 ）　

5 7 ,2 8 8
（ 35 .6 ）　

令和２ 年単身高齢者数（ 人） 3 5 ,0 4 1 6 ,6 4 3 19 .0％ 2 ,6 4 4 10 ,4 0 9

6 5歳以上人口に占める 
単身高齢者数の割合（ % ）

14 .9 1 6 .9 ― 1 1 .3 2 1 .8

人口
動態

年間増減（ 人） -5 ,0 2 4 -1 ,1 2 9 ― -7 79 -55 2

　 う ち自然動態（ 人） -4 ,3 1 0 -6 32 ― -5 09 -73 7

　 う ち社会動態（ 人） -71 4 -4 97 ― -27 0 1 85

世　 帯

世帯数（ 世帯） 3 31 ,2 7 2 5 7 ,4 9 1 1 7 .4 ％ 2 7 ,4 1 8 90 ,8 6 0

１ 世帯あたり の人員（ 人） 2 .4 2 .3 ― 2 .7 2 .0

核家族の割合（ % ） 53 .6 5 6 .3 ― 56 .6 4 5 .2

単独世帯の割合（ % ） 3 5 .1 3 3 .8 ― 27 .5 4 8 .6

３ 世代世帯の割合（ % ） 7 .1 5 .9 ― 10 .5 3 .0

面　 積 面積（ ㎞2） 7 26 .2 8 38 .6 3 5 .3％ 1 07 .6 1 3 7 .7 5

農　 業

農家戸数（ 戸） 9 ,6 7 5 2 82 2 .9 ％ 1 ,4 1 4 174

基幹的農業従事者数（ 人） 10 ,3 7 9 3 03 2 .9 ％ 1 ,4 6 5 1 97

　 う ち 6 5 歳以上の割合（ % ） 67 .8 6 2 .7 ― 6 8 .6 5 9 .4

経営耕地面積（ ha） 28 ,4 6 3 7 13 2 .5 ％ 3 ,9 9 1 384

工　 業

事業所数（ 所） 94 9 1 76 1 8 .5 ％ 15 6 1 00

従業者数（ 人） 37 ,4 7 8 8 ,7 2 5 2 3 .3 ％ 6 ,9 4 5 1 ,6 5 6

製造品出荷額等（ 億円） 11 ,4 6 9 2 ,9 6 2 2 5 .8 ％ 3 ,4 0 5 2 44

商　 業

事業所数（ 所） 7 ,9 8 5 1 ,1 3 8 1 4 .3 ％ 54 2 2 ,8 3 1

従業者数（ 人） 68 ,8 0 5 1 1 ,3 3 9 16 .5％ 4 ,2 9 2 2 3 ,3 8 2

年間商品販売額（ 億円） 32 ,3 1 9 5 ,2 6 5 16 .3％ 1 ,4 0 8 1 3 ,3 9 4

（ 出典）　 　 人　 　 口： 国勢調査（ R2 ）　 不詳補完値

 　 　 推計値（ 新潟市全体）は国勢調査（ R2 ）および人口動態統計特殊報告（ H2 5 ～ H2 9 ）から 算出し た新潟市独自推計値

 　 　  推計値（ 各区）は新潟市全体の推計人口を、 新潟市独自推計である「 各区将来推計人口（ H3 0 ） 」の男女別5 歳階級別の構成比か

ら 算出し たも の

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  推計値（ 新潟市全体）と 推計値（ 各区）は、 基準と し ているデータ が異なるため、 区別、 年齢別の区別人口の合計値は新潟市全体

の年齢別人口と 一致し ない

各区のすがた
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江南区 秋葉区 南　 区 西　 区 西蒲区 項　 　 目

67 ,9 7 2 7 5 ,0 6 9 43 ,4 3 7 160 ,6 5 6 5 4 ,5 4 6 令和２ 年人口（ 人）
総　 数

人
　

口

　  5 1 ,8 7 5 55 ,9 6 5 　  3 0 ,2 8 2 140 ,3 8 0 　  3 6 ,0 5 4  令和27 年推計人口（ 人）

8 ,7 2 2
（ 12 .8 ）

9 ,0 8 0
（ 1 2 .1 ）

4 ,9 2 6
（ 11 .3 ）

1 9 ,1 7 8
（ 1 1 .9 ）

5 ,6 5 7
（ 10 .4 ）

令和２ 年人口（ 人）
割合（ % ） 15歳

未満4 ,5 2 1　
（ 8 .7 ）

5 ,5 4 8
（ 9 .9 ）　

2 ,5 9 4
（ 8 .6 ）　

15 ,1 1 5
（ 1 0 .8 ）　

2 ,8 9 8
（ 8 .0 ）　

令和2 7年推計人口（ 人）
割合（ % ）

3 8 ,6 5 3
（ 56 .9 ）

41 ,9 0 4
（ 5 5 .8 ）

2 4 ,7 6 1
（ 57 .0 ）

94 ,8 9 8
（ 59 .1 ）

2 9 ,7 9 9
（ 54 .6 ）

令和２ 年人口（ 人）
割合（ % ） 1 5 ～

6 4歳2 5 ,4 6 9
（ 49 .1 ）　

28 ,7 7 2
（ 5 1 .4 ）　

1 3 ,8 7 9
（ 45 .8 ）　

77 ,8 8 8
（ 55 .5 ）　

1 6 ,0 3 5
（ 4 4 .5 ）　

令和2 7年推計人口（ 人）
割合（ % ）

2 0 ,5 9 7
（ 3 0 .3 ）

24 ,0 8 5
（ 32 .1 ）

1 3 ,7 5 0
（ 3 1 .7 ）

46 ,5 8 0
（ 29 .0 ）

19 ,0 9 0
（ 3 5 .0 ）

令和２ 年人口（ 人）
割合（ % ）

6 5歳
以上

2 1 ,8 8 5
（ 4 2 .2 ）　

　 21 ,6 4 5
（ 38 .7 ）

　 1 3 ,8 0 9
（ 4 5 .6 ）

　 47 ,3 7 7
（ 33 .7 ）

　 17 ,1 2 1
（ 4 7 .5 ）

令和27 年推計人口（ 人）
割合（ % ）

2 ,4 3 1 2 ,9 8 7 1 ,2 5 5 6 ,7 3 5 1 ,9 3 7 令和２ 年単身高齢者数（ 人）

11 .8 1 2 .4 9 .1 1 4 .5 1 0 .1
6 5 歳以上人口に占める 
単身高齢者数の割合（ % ）

-13 1 -5 47 -56 2 -6 04 -720 年間増減（ 人）

人口
動態

-31 9 -5 00 -373 -72 2 -5 18 　 う ち自然動態（ 人）

1 88 -4 7 -1 89 1 18 -2 02 　 う ち社会動態（ 人）

2 4 ,8 9 1 28 ,0 0 3 1 4 ,9 2 2 69 ,0 0 6 1 8 ,6 8 1 世帯数（ 世帯）

世　 帯

2 .7 2 .7 2 .9 2 .3 2 .9 １ 世帯あたり の人員（ 人）

61 .9 6 0 .1 5 6 .9 5 3 .8 5 6 .5 核家族の割合（ % ）

2 3 .5 2 4 .1 2 1 .4 3 6 .7 2 0 .7 単独世帯の割合（ % ）

9 .6 1 0 .2 1 4 .9 5 .6 1 6 .0 ３ 世代世帯の割合（ % ）

75 .4 2 9 5 .3 8 1 00 .9 1 9 4 .0 0 1 76 .5 7 面積（ ㎞2） 面　 積

1 ,3 1 9 1 ,1 9 2 1 ,8 2 8 1 ,1 7 0 2 ,2 9 6 農家戸数（ 戸）

農　 業
1 ,4 0 3 1 ,1 2 9 2 ,2 6 1 1 ,5 0 4 2 ,1 1 7 基幹的農業従事者数（ 人）

70 .2 7 0 .9 6 4 .4 6 1 .0 7 4 .1 う ち6 5 歳以上の割合（ % ）

3 ,0 8 7 3 ,3 3 6 5 ,5 9 6 3 ,6 5 0 7 ,7 0 9 経営耕地面積（ ha）

1 11 7 6 1 24 68 13 8 事業所数（ 所）

工　 業6 ,0 58 2 ,4 0 0 5 ,8 0 3 1 ,4 8 7 4 ,4 0 4 従業者数（ 人）

1 ,4 0 5 5 67 1 ,6 9 2 3 39 85 4 製造品出荷額等（ 億円）

74 3 6 04 44 2 1 ,1 5 4 53 1 事業所数（ 所）

商　 業6 ,5 76 4 ,6 0 6 2 ,9 2 5 1 2 ,5 1 9 3 ,1 6 6 従業者数（ 人）

2 ,8 6 0 1 ,0 6 8 818 6 ,8 2 6 6 80 年間商品販売額（ 億円）

人口動態： 新潟県人口移動調査（ R3 ）

世　 　 帯： 国勢調査（ R2 ）

面　 　 積： 全国都道府県市区町村別面積調（ R4 .1 ）

農・ 工・ 商業： 2 0 2 0 農林業センサス、 工業統計調査（ R2 ）、 経済センサス（ H2 8 ）
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第１ 章　 東区の概要

　 東区は、 信濃川河口部の東に位置

し 、 区の北は日本海に面し ています。

西に信濃川と 栗ノ 木川、 東に阿賀野

川が流れ、 中央には区の東西を 横断

する 形で阿賀野川と 信濃川を 結ぶ通

船川が流れています。

　 地形は、 海岸から 内陸へ海岸線と

並行し て砂丘列が連なり 、 内陸部は

平坦です。

　 また、 新潟空港と 新潟西港があり 、

空と 海の玄関口と いう 側面も 持ち合わせています。

　 区の面積は3 8 .6 3㎢で、 ８ 区の中で中央区に次いで２ 番目に小さ く 、 新潟市の全面積の約

５ ％と なっ ています。

【 古代】

　 大化３（ 6 4 7）年、 ヤマ ト 政権が北方

支配の拠点と し て 造営し た と さ れる

「 渟
ぬ た り の き

足柵」は、 東区の王瀬、 河渡地区周

辺に存在し たと する 説が有力視さ れて

います。 平成2 6 （ 2 01 4）年、 牡丹山諏

訪神社で土器の破片が発見さ れ、 こ の

場所が５ 世紀前半に造ら れた古墳であ

る こ と がわかり まし た。 こ の地域にヤ

マト 政権と 密接な関係のある 有力者が

存在し ていたこ と を示すも のと 考えら れ、「 渟
ぬ た り の き

足柵」と のつながり にも 関心が集まり まし た。

【 合併】

　 江戸時代には、 現在の東区の区域は新発田藩領でし た。 明治時代になると 市制・ 町村制が

実施さ れ、 沼垂町、 大形村、 石山村、 松ケ崎浜村が現在の東区域に位置し ていまし た。 大正

から 昭和にかけ、 こ れら の町村は新潟市へ編入さ れまし た。

東区を 阿賀野川上空から 臨む

渟足柵の想像図

地　 勢１

歴　 史２
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【 工業地帯の伸展と 衰退】

　 明治28 （ 1 8 95 ）年に日本石油が山の下地区に鉄工所を 設置し 、 石油採掘用の機械や車両

の製造を 開始し まし た。 昭和２（ 1 92 7 ）年に新潟市の都市計画で工業地域に指定さ れたこ と

から 、 周辺には中小の関連工場も 設立さ れ、 多数の労働者を抱える工業のまちと し て発展し

まし た。 同3 8（ 19 63 ）年には火力発電所１ 号機の運転が開始さ れ、 新潟市の工業発展の中

心と なり まし た。

　 工業の発展の一方で、地盤沈下や大気汚染、河川の水質汚濁が進み、昭和4 0年代頃から は、

工場の撤退や縮小の動きも 出てき まし た。

【 住宅地の開発】

　 昭和４（ 1929）年から 土地区画整理事業が実施さ れ、 山の下地区の西側で宅地開発が進んで

いきまし た。 昭和2 0年代以降、 さ ら に東側へ伸展し 、 かつての砂丘地は住宅地へと 姿を変え

まし た。石山地区でも 、石山団地の造成や土地区画整理事業による開発が進み、農村地帯であっ

た風景も 宅地へ変わっ ていきまし た。 木戸地区では、 昭和39（ 1964）年の新潟地震以降、 商

業店舗の進出が盛んになり 、 高度経済成長期には農地の宅地化が急速に進みまし た。

 

【 新潟空港と 新潟西港】

　 新潟市の最初の空港は、 はじ めは信濃川の中州である 万代島、 次いで焼島潟の埋め立て地

が使われていまし たが、 昭和５（ 1 9 3 0 ）年に現在の新潟空港の場所に市営飛行場が造ら れまし

た。 戦後、 アメ リ カ 軍に一時接収さ れまし たが、 返還後、 新潟～東京間の定期空路の開設な

ど本格的な旅客輸送が始まり まし た。 令和元（ 2 0 1 9 ）年度には、 国際線７ 路線、 国内線７ 路線

が運行さ れ、 年間1 0 0 万人を 超える 利用客でにぎわっ ていまし たが、 新型コ ロ ナウイ ルス感

染症の影響を 大き く 受け、 令和３（ 2 0 2 1 ）年度の利用者数は3 8 万８ 千人にと どまり まし た。

　 新潟西港は、 昭和６（ 1 93 1）年に、 全国的にも 珍し い民営の臨港埠頭が完成、 その後、 臨

港鉄道も 整備さ れ、 新潟港の一部と し て、 新潟の経済を支える重要な役割を担っ てきまし た。

県営山の下埠頭は、 フ ェ リ ーが定期航路と し て新潟と 敦賀、 秋田、 苫小牧、 小樽を 結んでい

るほか、 貨物船やク ルーズ客船も 入港し ています。

　 東区は、 豊かな水辺環境に恵まれてい

ます。 日本海、 信濃川、 栗ノ 木川、 阿賀

野川に囲まれている ほか、 中央には通船

川が流れています。 また、 全国的にも 珍

し い２ つの砂丘湖があり 、 周囲を アカ マ

ツ 林に囲まれたじ ゅ んさ い池公園は、 住

宅地の中にあっ て、 様々な水生植物や生

き 物が暮ら す貴重な自然環境が残さ れて

います。 住宅街に希少な自然環境が残る じ ゅ んさ い池公園

自　 然３
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　 令和２（ 2 02 0）年の国勢調査で は、 東区の人口は13 4 ,4 4 6 人、 世帯数は57 ,4 9 1世帯で、

８ 区の中で中央区、西区に次いで３ 番目に多く 、人口は、新潟市全体の1 7 ％を占めています。

　 また、 将来推計人口によると 今後人口が減少し 、 令和1 2 （ 2 03 0）年には令和２（ 20 2 0）年

比でマイ ナス1 2 ,8 2 3 人、 令和2 7（ 20 4 5）年にはマイ ナス3 3 ,7 7 2 人になる と 予想さ れてい

ます。 階層別人口割合についても 、 年少人口と 生産年齢人口割合が減り 、 老年人口割合が増

加し ていき、 より 一層高齢化が進んでいく と 予想さ れています。

行政区別人口の割合

中央区 2 2 .8 %

東区
1 7 .0 %

西区 2 0 .4 %
秋葉区
9 .5 %

北区
9 .2 %

江南区
8 .6 %

南区
5 .5%西蒲区

 6 .9 %

出典： 実績値（ H1 7 ～ R2 ）は国勢調査による
　 　 　 推計値（ R7 ～）はR2 国勢調査を基に新潟市独自推計

※ H1 7 ～Ｈ 2 7 は「 不詳」が含まれていないため、 年齢階級別人口と 合計人口が合わない。 R2 は不詳補完値によるため一致する。 Ｒ 7 以降の推計値は、

階級毎に案分し て積み上げた値のため、 一致し ない場合がある。

人　 口４

0

5 0 ,0 0 0

1 0 0 ,0 0 0

1 5 0 ,0 0 0

（ 人）

H1 7 H2 2 H2 7 R2 R7 R1 2 R1 7 R2 2 R2 7

8 0 ％

6 0 ％

4 0 ％

2 0 ％

0 ％

1 3 9 ,5 6 5

1 4 .4 %

1 9 .2 %
2 2 .4 %

2 6 .6 %
2 9 .2 %

3 0 .3 % 3 1 .4 %
3 3 .2 %

1 3 .4 % 1 2 .7 % 1 1 .8 % 1 1 .3 % 1 0 .7 % 1 0 .3 % 1 0 .0 % 9 .9 %

1 3 8 ,0 9 6 1 3 7 ,5 7 7 1 3 4 ,4 4 6

1 2 7 ,6 6 1
1 2 1 ,6 2 3

1 1 4 ,9 0 9
1 0 7 ,6 9 0

1 0 0 ,6 7 4

東区の階級別人口の推移（ 将来推計）

3 6 .2 %

3 8 .2 %

6 6 .4 %
6 4 .2 %

6 0 .7 %
5 9 .0 % 5 8 .3 % 5 7 .9 % 5 6 .5 %

5 3 .8 %
5 1 .9 %

年少人口（ 0 ～ 1 4 歳） 生産年齢人口（ 1 5 ～ 6 4 歳） 老年人口（ 6 5 歳～）

0 ～ 1 4 歳割合 1 5 ～ 6 4 歳割合 6 5 歳以上割合

年少人口
（ 0 ~ 1 4 歳）

1 9 ,9 2 0 1 8 ,4 2 0 1 7 ,3 1 9 1 5 ,8 6 7 1 4 ,4 7 3 1 2 ,9 9 2 1 1 ,7 9 5 1 0 ,8 1 8 9 ,9 8 8

生産年齢人口
（ 1 5 ~ 6 4 歳）

9 2 ,1 8 5 8 8 ,2 1 7 8 3 ,1 1 1 7 9 ,3 0 8 7 4 ,4 6 3 7 0 ,4 4 4 6 4 ,9 3 7 5 7 ,9 1 3 5 2 ,2 5 3

老年人口
（ 6 5 歳 ~ ）

2 6 ,5 7 6 3 0 ,7 0 0 3 6 ,3 5 6 3 9 ,2 7 1 3 8 ,7 2 4 3 8 ,1 8 7 3 8 ,1 7 7 3 8 ,9 5 9 3 8 ,4 3 3

出典： 国勢調査（ R2 ）
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　 東区の人口動態は、 出生数を死亡数が上回る自然減かつ、 転入者を転出者が上回る社会減

の傾向と なっ ています。

　 年齢階層別の転出理由では、 特に、 2 0 歳から 2 9 歳の「 職業」を 理由と し た転出、 ０ 歳から

1 4 歳、 2 5 歳から 44 歳の「 住宅」を理由と し た転出が目立っ ています。

東区の人口動態の推移

△8 0 0

△6 0 0

△4 0 0

△2 0 0

0

2 0 0

（ 人）

H2 1 H2 3 H2 5 H2 7 H2 9 R1 R3

3 5 △2 3

△1 2 9 △1 6 2

△1 7 6 △1 4 8 △1 4 6 △4 9 7

4 7

△2 2 2 △1 9 5

△3 7 8

△5 0 6

△6 3 2

社会増減（ 転入－転出）自然増減（ 出生－死亡）

0

2 0 0

4 0 0

6 0 0

（ 人）

0 ～ 1 4 1 5 ～ 1 9 2 0 ～ 2 4 2 5 ～ 2 9 3 0 ～ 3 4 3 5 ～ 4 4 4 5 ～ 5 4 5 5 ～ 6 4 6 5 ～ 7 4 7 5 ～（ 歳）

職　 業 住　 宅 学　 業家　 族戸　 籍 その他

年齢階層別転出理由（ 東区から 県外、 県内他市区町村へ）

出典： 新潟県人口移動調査結果

出典： 新潟県人口移動調査結果（ R3 ）
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　 東区は、 市の中心部に隣接する 地理的条件と 、 高い人口密度（ 3 ,4 8 0 人／㎢）を 反映し て、

区域のう ち 約25 ％を 住宅が占めています。 さ ら に、 古く から 製造業、 卸売業、 流通業の事

業所が多く 立地し てき た産業のまちと し ての歴史も あり 、 市全体と 比べて、 商・ 工業の土地

利用割合が高く なっ ています。

【 農業】

　 東区では、 区の南東部に広がる水田での稲作のほか、 都市近郊農業が行われており 、 下山

地区のやわ肌ねぎ、 大形地区のじ ゃ がいも など様々な農産物が生産さ れています。 また、 河

渡地区ではチュ ーリ ッ プの球根栽培も 行われています。

0 % 2 0 % 4 0 % 6 0 % 8 0 % 1 0 0 %

土地利用割合

農地　 　 　 他自然地　 　 　 住宅　 　 　 商業　 　 　 工業　 　 　 その他

新潟市

東区

5 0 .9 ％

1 2 .8 ％ 9 .7 ％ 2 5 .6 ％ 1 2 .2 ％ 3 4 .2 ％5 .6 ％

1 1 .3 ％1 6 .0 ％ 1 6 .6 ％

2 .1 ％2 .1 ％ 3 .0 ％3 .0 ％

やわ肌ねぎ

チュ ーリ ッ プの球根栽培

じ ゃ がいも

土地利用５

産　 業６

出典： 新潟市都市計画基礎調査（ H3 0 ）
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【 工業】

　 東区の製造業は、 事業所数、 従業者数と も に８ 区中１ 位と なっ ています。 製造品出荷額等

割合は北区に次いで２ 位であり 、 パルプ・ 紙・ 紙加工品、 食料品、 金属製品の占める割合が

高く なっ ています。

製造業の事業所数、 従業者数及び製造品出荷額等の行政区別割合

事業所数割合

従業者数割合

製造品出荷額等割合

0 ％ 2 0 ％ 4 0 ％ 6 0 ％ 8 0 ％ 1 0 0 ％

北区 東区 中央区 江南区 秋葉区 南区 西区 西蒲区

1 6 .4 %  1 8 .5 %  1 0 .5 %  1 1 .7 %  8 .0 %  1 3 .1 %  7 .2 %  1 4 .5 %

1 8 .5 %  2 3 .3 %  4 .4 %  1 6 .2 %  6 .4 %  1 5 .5 %  4 .0 %  1 1 .8 %

2 9 .7 %  2 5 .8 %  2 .1 %  1 2 .3 %  4 .9 %  1 4 .8 % 　 3 .0 %   7 .5 %

東区の製造品出荷額等の業種別割合

食料品製造業
1 0 .6 %

パルプ・ 紙・
紙加工品製造業

4 6 .0 %

金属製品
製造業
9 .5 %

輸送用機械
器具製造業

6 .4 %

生産用機械器具
製造業
6 .5 %

木材・ 木製品
製造業 4 .2 %

印刷・ 同関連業 1 .8 %

その他 1 2 .8 %

鉄鋼業 2 .2 %

出典： 工業統計調査（ R2 ）

出典： 工業統計調査（ R2 ）
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【 商業】

　 東区の商業は、 事業所数及び従業者数、 年間商品販売額がそれぞれ８ 区中３ 位と なっ てい

ます。 年間商品販売額は、 卸売業においては、 飲食料品卸売業、 建築材料・ 鉱物・ 金属材料

等卸売業、 機械器具卸売業の占める割合が高く 、 小売業においては、 飲食料品小売業、 機械

器具小売業の占める割合が高く なっ ています。

卸売業・ 小売業の事業所数、 従業者数及び年間商品販売額の行政区別割合

0 ％ 1 0 ％ 2 0 ％ 3 0 ％ 4 0 ％ 5 0 ％ 6 0 ％ 7 0 ％ 8 0 ％ 9 0 ％ 1 0 0 ％

事業所数割合

従業者数割合

年間商品販売額割合

6 .8 %  14 .3 %  3 5 .5 %  9 .3 %  7 .6 %  5 .5 %  1 4 .5 %  

6 .2 %  1 6 .5 %  3 4 .0 %  9 .6 %  6 .7 %  4 .3 %  1 8 .2 %  

 4 .4 %  1 6 .3 %  4 1 .4 %  8 .8 %   3 .3 %  2 .5 %  2 1 .1 %  2 .1 %

4 .6 %

6 .6 %

北区 東区 中央区 江南区 秋葉区 南区 西区 西蒲区

物流拠点と なっ ている貨物タ ーミ ナル

地域に根付く 商店街

航空貨物の荷降ろ し

出典： 経済センサス活動調査（ H2 8 ）
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　 区の東西方向は国道７ 号（ 新潟バイ パス・ 新新バイ パス）、 国道1 13 号、 県道新潟新発田村

上線（ 旧国道７ 号）、 南北方向は県道新潟港横越線（ 通称： 赤道）、 一級市道太平岡山線などが

整備さ れ、 優れた主要幹線道路網が形成さ れています。

　 鉄道は、 JR信越本線の越後石山駅と JR白新線の東新潟駅、 大形駅の３ 駅が配置さ れていま

す。

　 バス交通は、 市の中心部と 結ばれた路線が主に東西方向で運行さ れており 、 区役所など主

要施設への移動手段と し て、 区バスを運行し ています。

交　 通７

竹尾 IC

東新潟駅

大形駅

越後石山駅

逢谷内 IC 海老ケ瀬 IC

新潟空港 IC

新潟東スマート IC

一日市 IC

松浜橋

じ ゅんさ い池公園

山の下東港線

通船川

●山の下
　 まちづく り
　 センタ ー

石山出張所
　 　 ●

国道 113 号

ござれや
阿賀橋

阿賀野川大橋

●
大形連絡所

泰平橋

国道７ 号（ 新潟バイ パス）

日本海東北自動車道

新潟新発田村上線（ 旧国道７ 号）

新
潟

港
横

越
線
（

赤
道
）

Ｊ
Ｒ
信
越
本
線

太
平
岡
山
線

阿
賀
野
川

新
潟
西
港

新潟みなと ト ン ネル

新
栗
ノ

木
川

JR 白新線

●

1 1 31 1 3

1 1 31 1 3

1 1 31 1 3

1 1 31 1 3

77

77
77

東区バス 河渡ルート

東区バス 松崎ルート
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　 東区では、 区ビ ジョ ン 基本方針である 区の将来像及び目指す区のすがたの実現に向け、

区　 の

産業と 多様な魅力が調和し 、

【 施策の方向】　 地域資源を 活用し たまちづく り

【 取り 組みの方向性】

1　 地域産業の支援と 活性化1　 地域産業の支援と 活性化 （ １ ） 事業環境の維持・ 向上（ １ ） 事業環境の維持・ 向上

（ ２ ） （ ２ ） 民間事業者・ 各種団体等と の連携民間事業者・ 各種団体等と の連携

2　 魅力の再認識と 発信2　 魅力の再認識と 発信 （ １ ） 「 産業のまち東区」の魅力発信（ １ ） 「 産業のまち東区」の魅力発信

（ ２ ） 歴史・ 文化資源の活用（ ２ ） 歴史・ 文化資源の活用

3　3　 地域の特色を 活かし たにぎわいの創出地域の特色を 活かし たにぎわいの創出 （ １ ）  （ １ ）  空港・ 港やまちの拠点を 活かし た空港・ 港やまちの拠点を 活かし た

　 　  　 　  にぎわいづく りにぎわいづく り

（ ２ ） 水辺を 活かし たにぎわいづく り（ ２ ） 水辺を 活かし たにぎわいづく り

Ⅰ 活力ある産業と 地域の魅力を 活かし てにぎわう まちⅠ 活力ある産業と 地域の魅力を 活かし てにぎわう まち【 目指す区のすがた】【 目指す区のすがた】

【 施策の方向】　 多様な連携と 交流によ る人材育成

【 取り 組みの方向性】

1　 地域ぐ るみでの子育て・ 教育環境の充実1　 地域ぐ るみでの子育て・ 教育環境の充実 （ １ ） （ １ ） 安心し て子育てでき る環境づく り安心し て子育てでき る環境づく り

（ ２ ） （ ２ ） 学・ 社・ 民の融合による教育の推進学・ 社・ 民の融合による教育の推進

２２ 　　 学び合いや交流機会の充実学び合いや交流機会の充実 （ １ ）  生涯学習機会の充実や（ １ ）  生涯学習機会の充実や

　 　  スポーツ活動の支援　 　  スポーツ 活動の支援

（ ２ ） 世代間交流機会の充実と 支援（ ２ ） 世代間交流機会の充実と 支援

（ ３ ） 各種団体と 連携し た人材育成（ ３ ） 各種団体と 連携し た人材育成

Ⅱ だれも が互いに学び合い、 共に育つまちⅡ だれも が互いに学び合い、 共に育つまち【 目指す区のすがた】

第２ 章　 東区区ビジョ ンまちづく り 計画の体系図
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以下のよう な施策を総合的に展開し ていき ます。

将　 来　 像

心豊かに暮ら せるまち

【 施策の方向】　 地域内連携の推進と 地域力の向上

【 施策の方向】　 健康で安心・ 安全に暮ら せる まち づく り

【 施策の方向】　 快適な生活環境の整備

【 施策の方向】　 身近で頼れる 区役所づく り

【 取り 組みの方向性】

【 取り 組みの方向性】

１ 　 地域内連携の推進１ 　 地域内連携の推進

１ 　 安心・ 安全なまちづく り の推進１ 　 安心・ 安全なまちづく り の推進

3　3　 持続可能な交通環境の整備と 公共施設等の利活用持続可能な交通環境の整備と 公共施設等の利活用

5　 行政サービスの向上5　 行政サービスの向上

（ １ ） 地域で活動する 団体間の連携支援（ １ ） 地域で活動する 団体間の連携支援

（ １ ）（ １ ）  防災・ 減災対策の充実防災・ 減災対策の充実

（ １ ）（ １ ）  交通の円滑化と 生活交通の確保交通の円滑化と 生活交通の確保

（ １ ）（ １ ）  社会環境に対応し た適切なサービ スの提供社会環境に対応し た適切なサービ スの提供

（ ２ ） 地域活動への参加促進（ ２ ） 地域活動への参加促進

（ ２ ）（ ２ ）  防犯体制、 交通安全対策の強化防犯体制、 交通安全対策の強化

（ ２ ）（ ２ ）  土地や施設等の有効活用土地や施設等の有効活用

（ ２ ）（ ２ ）  広報・ 広聴の充実広報・ 広聴の充実

2　 地域力の向上2　 地域力の向上

2　 支え合い助け合う 地域福祉の推進2　 支え合い助け合う 地域福祉の推進

4　 憩いの空間づく り と 生活環境保全4　 憩いの空間づく り と 生活環境保全

（ ２ ） 自治会・ 町内会活動への支援（ ２ ） 自治会・ 町内会活動への支援

（ ２ ）（ ２ ）  健康づく り 、 生き がいづく り への支援健康づく り 、 生き がいづく り への支援

（ ２ ）（ ２ ）  協働による地域の生活環境保全協働による地域の生活環境保全

（ ３ ）（ ３ ）  より そう 相談支援体制の充実より そう 相談支援体制の充実

（ １ ）  地域コ ミ ュ ニティ 協議会、（ １ ）  地域コ ミ ュ ニティ 協議会、

　  　 区自治協議会等と の連携　  　 区自治協議会等と の連携

（ １ ）（ １ ）    誰も が自分ら し く 生き るつながり の支援誰も が自分ら し く 生き るつながり の支援

（ １ ） （ １ ）   水辺を 活かし た憩いの空間づく り水辺を 活かし た憩いの空間づく り

Ⅲ　 地域の人々が自分ら し く 活躍するまちⅢ　 地域の人々が自分ら し く 活躍するまち【 目指す区のすがた】

Ⅳ　 安心し て快適に暮ら せるまちⅣ　 安心し て快適に暮ら せるまち【 目指す区のすがた】
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　 こ の章では、 ４ つの「 目指す区のすがた」それぞれに対し て、 現状・ 課題を整理すると と も に、 目

指す区のすがたの実現のための取り 組みの方向性を示し ます。

● 　 東区の製造業の事業所数及び従業者数は８ 区中1位と なっ ており 、（ 図表※P1 1 ）区内に

は木工工業団地や新潟卸団地などの工業団地をはじ め、 製造業、 卸売業、 流通業など多く

の事業所が立地し ています。

● 　 人口減少・ 少子高齢化の進行により 、 消費の減退や従業者の減少など、 地域経済の縮小

が懸念さ れます。

● 　 激甚化・ 頻発化する自然災害や国際情勢の変化に加え、 人々の価値観の多様化や、 新型

コ ロナウイ ルス感染症の拡大、 デジタ ル化の進展など社会環境が刻々と 変化する中、 地域

産業を 支える民間事業者においても、 こ れまでのスタ イ ルや考え方の転換を 迫ら れるこ と

が少なく あり ません。

● 　 商店街や中小事業者では、 後継者不足などの課題を抱えていると こ ろ が多く 、 空き 店舗

等の増加による地域の衰退が懸念さ れます。

関連するSD Gs関連するSD Gs

目指す区のすがた目指す区のすがた

活力ある産業と 地域の魅力を活かし てにぎわう まち
～地域資源を活用し たまちづく り ～

　 多様な産業と 豊かな水辺環境、 まちの玄関口である空港・ 港や文化・ 歴史など、 東

区独自の魅力を活用し 区内外へ発信するこ と により 、 だれも が魅力を感じ るこ と がで

きるまちを目指し ます。

取り 組みの方向性取り 組みの方向性

１ 　 地域産業の支援と 活性化
２ 　 魅力の再認識と 発信
３ 　 地域の特色を活かし たにぎわいの創出

Ⅰ

現状・ 課題現状・ 課題

第３ 章　 東区の現状・ 課題と 取り 組みの方向性

地域産業の支援と 活性化地域産業の支援と 活性化１
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● 　 東区内には、 世界に誇る技術をも つ民間事業者も 多く いますが、 Bto B業態が一定割合を

占めているこ と も あり 、区民をはじ め、区内外でその価値や魅力が十分に知ら れていません。

● 　 も のづく り を はじ めと する 多様な産業の魅力を 活用し て観光や教育に結び付けていく

「 産業観光」については、 工場夜景バスツアーが定着し まし たが、 さ ら なる観光需要の拡大

に向け、 ブラ ンディ ングを含めた総合的な事業設計が求めら れます。

● 　 東区は、 国内最北・ 県内最古のよろ い片が発掘さ れた牡丹山諏訪神社古墳や、 日本最古

の城柵と さ れる渟
ぬ た り の き

足柵の存在が有力視さ れるなど歴史的資源にも 恵まれています。 各地域

には、 歴史に関する取り 組みを行う 団体等があり 、 それら の団体等と 連携し た取り 組みが

求めら れます。

● 　 区内の各地域には有形・ 無形の文化財が点在し ており 、 歴史文化に関するまち歩き や地

域学習のフ ィ ールド になっ ているほか、 区民による文化活動も 行われています。 地域に根

付き育まれてきた歴史や文化継承のため、 息の長い取り 組みが必要です。

● 　 新潟空港と 新潟西港（ 山の下埠

頭）と いう 世界と つな がる 拠点施

設が区内にある こ と は大き な特徴

ですが、 新型コ ロ ナウイ ルス感染

症の影響によ り 、 空港と 港を 取り

巻く 情勢は大き く 変化し ま し た。

（ 図表）

　  　 ポスト コ ロ ナを 見据え、 こ れら

の施設を 活用し た地域活性化を 図

る必要があり ます。

● 　 東区の産業は水運に育まれてき

たほか、 貴重な地形や自然環境を

有する じ ゅ んさ い池公園、 離発着

の飛行機と 海を 目の前に臨む山の

下海浜公園、 区の発展の歴史と と

も に歩んでき た通船川など、 豊か

な水辺は東区の地域資源のひと つ

です。 持続可能な水辺環境の保全

や利活用を 図る こ と は、 東区の特

色を 活かし た地域づく り につなが

ると 言えます。

新潟空港乗降客数の推移

0

2 0 0

4 0 0

6 0 0

8 0 0

1 ,0 0 0

1 ,2 0 0
（ 千人）

国内線 国際線

H2 6 H2 7 H2 8 H2 9 H3 0 R2 R3R1

1 ,0 0 81 ,0 0 8 1 ,0 2 21 ,0 2 2

1 ,1 6 61 ,1 6 6 1 ,1 3 71 ,1 3 7

9 8 09 8 0

2 9 52 9 5
3 8 83 8 8

9 9 19 9 1

山の下埠頭フ ェ リ ータ ーミ ナル乗降客数の推移

0 H2 7 H2 8 H2 9 H3 0 R1

2 0

4 0

6 0

8 0

1 0 0
9 7 9 4

1 0 9
1 0 2 9 9

1 2 0
（ 千人）

小樽 苫小牧 秋田 敦賀 その他

魅力の再認識と 発信魅力の再認識と 発信

地域の特色を活かし たにぎわいの創出地域の特色を活かし たにぎわいの創出

出典： 新潟県交通政策局空港課

出典： 新潟県新潟地域振興局新潟港湾事務所、 新潟市（ 港湾空港課）

２

３
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産業のまち東区の魅力を 体感でき る

工場夜景バスツアー

取り 組みの方向性取り 組みの方向性

地域産業の支援と 活性化地域産業の支援と 活性化

魅力の再認識と 発信魅力の再認識と 発信

❶

❷

　 製造業をはじ め、 東区に集積する多様な産

業は、 雇用や地域経済を支え、 活力あるまち

づく り をけん引し ていく 存在です。 民間事業

者にと っ て、 よ り 操業し やすい環境づく り

や、 商工業の持続的な発展に向けた支援を行

う と と も に、 産学官の連携の深化、 事業者間

の連携支援など、 多様な主体と の協働により

地域産業の活性化を図り 、 将来にわたり 東区

で働き 、 暮ら し ていけるまちをつく り ます。

　 東区は「 産業のま ち 」と いう 特色に加え、

長い年月を かけて地域に根付き 育まれてき

た歴史・ 文化資源も 豊富です。 その価値や

魅力を 東区民、 特に子ど も や若者に再認識

し ても ら う 働き かけを 行う と と も に、 さ ら

に磨き を かけ区内外へ発信し ます。 こ れら

の取り 組みを 通し て東区への愛着と 誇り を

育み、交流人口・ 関係人口の増加を図り ます。

（ １ ） 事業環境の維持・ 向上

　 ・  工業団地などの産業集積エリ アでは、物流拠点、業務集積地と し ての機能を維持・ 強化し 、

良好な事業環境の確保を図り ます。

　 ・ 中小事業者の経営課題の解決や、 持続可能な商店街づく り を支援し ます。

　 ・ デジタ ル化や脱炭素化などの社会変化を見据えた新たなビジネス展開を支援し ます。

（ ２ ）民間事業者・ 各種団体等と の連携

　 ・  より 効果的な事業展開に寄与するため、 民間事業者と 連携すると と も に、 民間事業者間

の連携も 支援し ます。

　 ・  地域や大学、 小中高等学校など多様な主体と 民間事業者と の新たなつながり づく り を 支

援する と と も に、 民間事業者のCSR（ 企業の社会的責任）を 後押し し 、 地域や地域産業

の活性化に取り 組みます。

産業のまち東区の魅力を 体感でき る

産業のまち 東区を 象徴する 工場群
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産業観光の進展に向けた

産学官連携の取り 組み

地域の特色を活かし たにぎわいの創出地域の特色を活かし たにぎわいの創出❸
　 東区には、 新潟空港と 新潟西港（ 山の下埠頭）と いう 世界と つながる拠点があるほか、 海や

川、 潟などの水辺空間が多く あり ます。 こ のよう な特色を活かし てにぎわいを創出するこ と

で、 活気あるまちをつく り ます。

（ １ ） 空港・ 港やまちの拠点を 活かし たにぎわいづく り

　 ・  空港や港の管理者のほか、 地域や民間事業者などと 連携し 、 空港や港周辺一帯の魅力向

上を図り 、 にぎわいづく り に取り 組みます。

　 ・  東区のまんなかに位置する区役所庁舎（ 東区プラ ザ）や、 各地域にある公園、 公共施設な

どの公共空間を活用し 、 地域や民間事業者、 各種団体と 連携し てまちのにぎわいづく り

に取り 組みます。

（ ２ ） 水辺を 活かし たにぎわいづく り

　 ・  じ ゅ んさ い池公園や通船川などの水辺空間において、 地域や民間事業者、 各種団体など

多様な主体と 連携し たにぎわいづく り に取り 組みます。

　 ・  水辺空間の環境を保全すると と も に、 価値や魅力を発信し 、 憩いの場、 学びの場、 交流

の場など多様な視点での利活用を図り ます。

（ １ ） 「 産業のまち東区」の魅力発信

　 ・  区役所だよ り やホ ームページ を はじ め、

SN Sなど 多様な媒体やデジタ ル技術を 効

果的に活用し 、 も のづく り を はじ めと す

る多様な産業の魅力発信に努めます。

　 ・  も のづく り を はじ めと する 多様な産業の

魅力を 活用し て観光や教育に結び付けて

いく「 産業観光」の進展に向けて、 民間事

業者を はじ め多様な主体と 連携し ながら

取り 組みます。

（ ２ ）歴史・ 文化資源の活用

　 ・ 地域の歴史・ 文化団体と 連携し 、 東区の歴史や文化に関する普及啓発を継続的に行います。

　 ・ 地域団体等が行う 祭り や文化活動を支援し 、 活動の継続と 地域文化の継承を図り ます。

　 ・  歴史や文化を 通じ た地域への愛着や誇り を育むため、 子ども や若い世代に向けた取り 組

みや情報発信を行います。

産業観光 進 向
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目指す区のすがた目指す区のすがた

現状・ 課題現状・ 課題

だれも が互いに学び合い、 共に育つまち
～多様な連携と 交流による人材育成～

　 地域・ 学校・ 民間事業者・ 行政の連携を進めると と も に、 幅広い世代や様々な立場

の人々が学び合う 機会を充実さ せるこ と で、 未来の担い手である子ども たちや地域を

支える多様な人材が育つまちを目指し ます。

● 　 東区においても 、 少子化傾向は顕著です。 さ ら に、 核家族化や近所付き 合いの希薄化な

ど、 近く に援助者がいない中で、 子育てに悩みや不安を抱える保護者も 多く います。 また、

子ども の社会性を育む点から も 、 多世代と の交流機会が少なく なっ ているこ と はマイ ナス

の影響が懸念さ れます。

● 　 東区は、 ひと り 親家庭等が利用する児童扶養手当や医療費助成の受給者数も 多く 、 時間

的にも 経済的にも 余裕のない中で子育てに励む保護者が多い傾向にあり ます。

● 　 児童虐待、 いじ めなど、 子ども の人権を 脅かす問題も 多く 発生し ており 、 困難な状況に

ある子ども へ手を差し 伸べるこ と ができる体制づく り が必要です。

● 　 ラ イ フ スタ イ ルは多様化し 、 さ ら に、 新型コ ロナウイ ルス感染症の拡大やデジタ ル化の

進展など社会環境も 大き く 変化する中で、家庭が抱える課題も 複雑化し ていると 言えます。

地域・ 学校園・ 社会教育施設・ 行政など多様な主体が連携し 、 地域全体で子ども の育ちと

家庭を支えていく こ と が求めら れます。

取り 組みの方向性取り 組みの方向性

１ 　 地域ぐ るみでの子育て・ 教育環境の充実

２ 　 学び合いや交流機会の充実 

Ⅱ

地域ぐ るみでの子育て・ 教育環境の充実地域ぐ るみでの子育て・ 教育環境の充実１

関連するSD Gs関連するSD Gs
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● 　 少子高齢化が進行する中、 住民一人ひと り が健康で豊かに暮ら し ていく ためには、 学び

合い、 かかわり 合いの機会を通じ て地域社会と つながり を築いていく こ と が必要です。

● 　 少子化や核家族化、 また、 スマート フ ォ ンやゲーム機器の普及により 、 地域の中での子

ども たちの活動範囲、 交流範囲が狭まっ ていると 言われています。 子ども の豊かな社会性

を育むため、 様々な世代やコ ミ ュ ニティ と の交流の機会を提供するこ と が求めら れます。

● 　 少子高齢化に直面する今、 未来の地域づく り を担う 人材を育てるこ と は重要な課題のひ

と つです。 子ども から 高齢者まで多く の人が交流し 学び合う ための機会を 充実さ せるこ と

が、 地域の未来を担う 創造性豊かな人材育成につながると 言えます。

● 　 東区では多く の地域団体やN PO 法人、 ボラ ン ティ ア団体などが生涯学習活動や地域活

動に取り 組んでいます。 行政や民間事業者、 大学など多様な主体と 各種団体が連携するこ

と で、 より 効果的な人材育成を図るこ と が期待できます。

● 　 い～て ら す、 わいわいひろ ば、

こ ど も 創作活動館では、 天候を 問

わず子ど も がのびのびと 遊べる ほ

か、 子育て家庭向けの講座や交流

イ ベン ト など が行われ、 東区にお

ける 子育て支援の拠点と なっ てい

ます。（ 図表）

学び合いや交流機会の充実学び合いや交流機会の充実

0 人 5 0 ,0 0 0 人

4 7 ,1 1 0

1 3 ,7 9 5

1 8 ,3 2 1 7 ,7 9 6

1 3 ,3 0 1

4 2 ,7 2 0

2 7 ,0 9 6

2 6 ,1 1 7

8 0 6

1 0 0 ,0 0 0 人

い～てら す

わいわいひろ ば

こ ども 創作活動館

子育て支援施設の利用者数

子ども 保護者・ 成人 その他団体利用等

9 0 ,6 3 69 0 ,6 3 6

出典： 新潟市（ 東区健康福祉課）（ R3 ）

寺山公園内にある

子育て交流施設「 い～てら す」

「 こ どそう 」の愛称で親し まれている

「 こ ども 創作活動館」

東区役所庁舎内（ 東区プラ ザ）にある

「 わいわいひろ ば」

２
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取り 組みの方向性取り 組みの方向性

地域ぐ るみでの子育て・ 教育環境の充実地域ぐ るみでの子育て・ 教育環境の充実❶
　 少子化や社会情勢の変化、 ラ イ フ スタ イ ルや価値観の多様化など、 子ども を取り 巻く 環境

が目まぐ るし く 変化する中、 子ども の健やかな育ちを守り 、 支えるこ と が、 未来の地域づく

り のために不可欠です。 地域・ 学校園・ 社会教育施設・ 行政などが連携を深め、 子育て・ 教

育環境を整え、 地域の子ども たちを地域で育てる仕組みづく り を進めます。

ウェ ブを 活用し た子育て支援講座 寺山公園での大学生と 子ども たち と の交流

（ １ ）安心し て子育てでき る環境づく り

　 ・  安産教室や育児相談などの母子保健事業並びに家庭教育学級等を 通じ て、 子育て家庭の

不安感、 孤立感解消のための支援を行います。

　 ・  い～てら す、 わいわいひろ ば、 こ ども 創作活動館などの子育て支援施設の運営を 通じ 、

子ども がいき いき と 活動でき る場、 保護者の相談や交流の場と し て、 安心し て子育てが

できる環境を提供し ます。

　 ・  ひと り 親家庭等が利用する児童扶養手当と 医療費助成の受給者数が多いと いっ た東区の

特徴を踏まえ、 学習支援などきめ細かな取り 組みを継続的に行います。

（ ２ ）学・ 社・ 民の融合による教育の推進

　 ・  こ れまでの取り 組みにより 築かれた地域と 学校のパート ナーシッ プ関係を 基に、 学校運

営協議会制度（ コ ミ ュ ニティ ・ スク ール）を 推進し 、 地域の特色を活かし ながら 学校、 社

会教育施設、 家庭、 地域が一体と なっ て教育環境の充実を図り ます。

　 ・  き め細かな就学相談や各機関と の情報共有などにより 、 小・ 中学校就学時の切れ目ない

サポート に努めます。

　 ・  小中学校や公民館が行う 地域学習については、 地域や行政、 高校、 大学など多様な主体

が連携し てサポート するなど、 より 豊かな学びと なるよう 努めます。
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学び合いや交流機会の充実学び合いや交流機会の充実❷
　 幅広い世代や様々な立場の人々が学び合い、

交流する こ と は、 個人の生き がいづく り だけ

でなく 、 地域の輪を 広げ、 地域課題の解決へ

のき っ かけづく り にも なり ます。 生涯学習や

交流機会の充実を 図る と と も に、 多様な団体

と 連携し 、 地域を 支える 人材の育成を 図り ま

す。

公民館等で行われる世代間交流の取り 組み

（ １ ） 生涯学習機会の充実やスポーツ活動の支援

　 ・  学習ニーズや社会の変化に応じ た講座の開催や、 学習情報、 資料の提供など、 公民館や

図書館を通じ て、 あら ゆる世代の住民が学びに触れるこ と のでき る生涯学習機会の提供

に努めます。

　 ・  地域の魅力や課題について学習する機会を充実さ せ、 地域活動を担う 人材の育成につな

げます。

　 ・  スポーツ振興会やスポーツ推進委員と 連携し 、 年間を通じ て誰も がスポーツに親し める

よう な環境づく り に努めます。

（ ２ ） 世代間交流機会の充実と 支援

　 ・  コ ミ ュ ニティ 施設（ コ ミ ュ ニティ センタ ー及びコ ミ ュ ニティ ハウス）や公民館など、 地域

での交流活動の拠点と なる施設の運営支援を通じ て、 住民が集い、 いき いき と 活動でき

る機会を提供し ます。

　 ・  地域や各種団体と 連携し 、 幅広い世代が共に参加し 、 互いを 知り 合い、 交流でき るよう

な取り 組みを行います。

　 ・  高校生や大学生と 小中学生と の交流は、 小中学生が自分の少し 先の目標を実感でき ると

と も に、 高校生や大学生にと っ ても 大人の自覚を育む機会と なり ます。 学校、 社会教育

施設等と 連携し 、 異年齢の交流機会の提供に努めます。

（ ３ ） 各種団体と 連携し た人材育成

　 ・  民間事業者、 学校園、 大学等と 連携し 、 子ども や若い世代を 対象と する事業を 通じ て、

地域の未来やまちづく り を考えるき っ かけと なる取り 組みを行います。

　  ・  食生活改善推進委員、 運動普及推進委員や、 各種地域活動を担う ボラ ンティ アの裾野を

拡大し 、 人材育成に努めます。

　 ・  小中学校や公民館が行う 地域学習について、 地域や行政、 高校、 大学など多様な主体が

連携し てサポート するなど、 より 豊かな学びと なるよう 努めます。
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目指す区のすがた目指す区のすがた

現状・ 課題現状・ 課題

地域の人々が自分ら し く 活躍するまち
～地域内連携の推進と 地域力の向上～

　 地域で活動する団体への支援の充実や団体間の連携により 、 地域課題を地域で解決

できるまちを目指し ます。

● 　 東区には、 各地域で福祉や環境保全などの公益活動に携わる ボラ ン ティ ア団体やN PO

法人があり ます。 市民ニーズが多様化し 、 地域課題も 複雑化する中、 地域に根差し た柔軟

な活動を展開でき る市民団体等の活動は重要性を増し ています。

● 　 市民団体等の活動は、 多く が非営利で行われており 、 資金面や人材面で課題を抱えてい

るケースも あるため、 効率的で効果的な活動が行えるよう 、 各団体間の連携を 支援するこ

と が求めら れます。

● 　 人口減少・ 少子高齢化に直面する中、 互いに支え合い助け合う 地域づく り が求めら れま

す。 また、 生き 方や働き 方が多様化する中、 地域活動は、 家庭や職場以外の新たな拠り ど

こ ろ や自己実現の場と し ての役割も 期待さ れるため、 幅広い世代に地域活動への参加を促

し 、 地域力の向上を図る必要があり ます。

取り 組みの方向性取り 組みの方向性

１ 　 地域内連携の推進

２ 　 地域力の向上

Ⅲ

地域内連携の推進地域内連携の推進１

関連するSD Gs関連するSD Gs
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● 　 東区では、 2 62 の自治会・ 町内会が結

成さ れており（ 令和４ 年４ 月時点）、　 生

活に密着し た様々な 活動を 行っ ていま

す。 少子高齢化や核家族化が進む社会の

中では、 近所でお互いが見守り 、 助け合

う 必要性が増し ていますが、 一方で、 自

治会・ 町内会の運営を担う 人材の高齢化

や固定化により 、 負担感が大き く なっ て

います。（ 図表）

● 　 自治会・ 町内会への加入率は約88 ％

（ 令和４ 年４ 月時点）に上り ますが、 価値

観の多様化や都市化による地域への帰属

意識・ 参加意識の低下などに伴い、 自治

会・ 町内会活動への無関心も 表面化し て

きています。

● 　 運営の負担感を軽減すると と も に、 自治会・ 町内会活動への参加の敷居を低く する工夫

など、 持続可能なあり 方を検討し ていく こ と が必要です。

● 　 東区には、 小学校区を 基本と し た1 2の地域コ ミ ュ ニティ 協議会があり ます。 自治会・

町内会やPTA、 青少年育成協議会など、 地域の諸団体が構成員と なり 、 地域課題解決のた

めに様々な取り 組みを行っ ています。

● 　 地域活動等の担い手の高齢化に加え、 地域課題が複雑化する中、 人材育成や団体間の連

携など持続可能な運営に向けた体制の整備が求めら れます。

● 　 区自治協議会は、 平成19 年の区制導入時に、 まち づく り や地域課題の解決のために設

置さ れた市長の附属機関です。 住民と 区役所の協働の要と し て、 市の取り 組みや諮問に対

し て意見するほか、 区自治協議会自ら が企画提案する「 区自治協議会提案事業」に取り 組ん

でいます。

● 　 区民の区自治協議会への認知度は「 名

前も 活動内容も 知っ ている」、「 名前だけ

知っ ている 」の回答割合が全市平均を 下

回っ ているこ と から 、 活動の周知及び地

域課題に対し て実効性のある区自治協議

会提案事業の実施が求めら れます。

　（ 図表）

地域力の向上地域力の向上

0 人 5 0 人 1 0 0 人

9 9人材不足

高齢化

役員の負担・ 業務量

活動の参加率の低さ

活動の認知度

活動拠点の少なさ

活動のマン ネリ 化

その他

無回答・ 不明

6 0

2 4

1 8

8

4

3

2

4

自治会・ 町内会活動で特に課題と なっ ているこ と

1 0 0 ％8 0 ％6 0 ％4 0 ％2 0 ％

1 7 .4 ％

1 5 .4 ％ 2 7 .1 ％ 5 4 .5 ％

2 7 .7 ％ 5 2 .8 ％ 2 .1 ％

市全体

東区

0 ％

区自治協議会の認知度

3 .0 ％

名前も 活動内容も 知っ ている

名前だけ知っ ている

知ら ない

無回答

出典： 東区自治協議会

　 　 　 自治会・ 町内会の活動内容に関するアンケート 調査（ R3 ）

出典： 市政世論調査（ R2 ）

２
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取り 組みの方向性取り 組みの方向性

地域内連携の推進地域内連携の推進❶
　 地域で活動する様々な団体が、 より 効率的で効果的な活動ができ るよう 、 団体間の連携を

支援すると と も に、 幅広い世代に向けて地域活動への参加を 促すこ と で、 地域活動の質と 量

の向上を図り ます。

地域住民、 学校、 企業などと 連携し て取り 組む

地域のにぎわいづく り

地域住民、 大学生、 N PO 法人が連携し て

地域づく り を 考える ミ ーティ ング

（ １ ） 地域で活動する団体間の連携支援

　 ・ 行政から の情報提供、 地域コ ミ ュ ニティ 協議会間の情報共有や連携の強化を図り ます。

　 ・  地域コ ミ ュ ニティ 協議会や自治会・ 町内会など、地域で活動する様々な団体と 民間事業者、

学校園、 大学などと の連携を支援し ます。

　 ・  地域で活動する様々な団体が、 必要な情報にスムーズにアク セスでき るよう 、 広報や情

報発信を積極的に行います。

（ ２ ） 地域活動への参加促進

　 ・  地域で様々な活動を する団体を紹介、 周知するなどし て、 幅広い世代の地域活動への参

加を促し ます。

　 ・  誰も が参加し やすい活動の仕組みづく り 、 参加のき っ かけづく り など、 活動の担い手や

参加者の裾野を広げ、 持続可能な活動が展開できるよう 支援し ます。
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地域力の向上地域力の向上❷
　 自治会・ 町内会、 地域コ ミ ュ ニティ 協議会、 区自治協議会など、 住民自治を 担う 団体や、

地域で活動する多様な団体の活動を 支援すると と も に、 団体間の連携を促進し 、 互いに知恵

を出し 合い、 持続可能な形で地域課題を解決できる力を培います。

地域課題の解決を 目指す区自治協議会 自治会・ 町内会によ る 地域の除雪活動

（ １ ） 地域コ ミ ュ ニティ 協議会、 区自治協議会等と の連携

　 ・  地域コ ミ ュ ニティ 協議会が主体と なっ て行う 事業や施設運営のほか、 地域課題への対応

力のスキルアッ プや組織体制の強化を支援し ます。

　 ・  区自治協議会については、 研修や他区と の情報交換などを通じ てさ ら なる活性化を図り

ます。

　 ・  区自治協議会の活動を 広く 分かり やすく 周知するほか、 地域課題の解決に資する実効性

のある区自治協議会提案事業の実施に向け、 委員と 共に改善や工夫を重ねていきます。

（ ２ ） 自治会・ 町内会活動への支援

　 ・  自治会・ 町内会の役員の負担軽減を図ると と も に、 こ れから の担い手の確保など、 地域

と 共に持続可能な運営のあり 方を検討し ていき ます。

　 ・  自治会・ 町内会活動に対する意識の啓発を 進めるほか、 幅広い世代の住民が参加し やす

い活動を地域と 共に考えます。

　 ・  自治会・ 町内会活動などの住民自治活動を はじ め、 地域で活動するボラ ンティ ア団体や

N PO 法人などについて、 主体的な活動を 促進し つつ、 助成制度などを 通じ て活動を 支

援し ます。
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目指す区のすがた目指す区のすがた

安心し て快適に暮ら せるまち
～健康で安心・ 安全に暮ら せるまちづく り ～

～身近で頼れる区役所づく り ～

　 地域全体で互いに支え合い、 助け合いながら 、 だれも が健康で安心・ 安全に暮ら せ

るまちを目指し ます。

～快適な生活環境の整備～

　 交通の円滑化や生活交通の確保、 地域と の協働によるより 良い生活環境づく り を通

じ て、 快適で暮ら し やすいまちを目指し ます。

　 生活に密着し た情報発信や、 質の高い行政サービスの提供を通じ て、 身近で頼れる

区役所を目指し ます。

取り 組みの方向性取り 組みの方向性

１ 　 安心・ 安全なまちづく り の推進

２ 　 支え合い助け合う 地域福祉の推進

取り 組みの方向性取り 組みの方向性

　  ３ 　 持続可能な交通環境の整備と 公共施設等の利活用

４ 　 憩いの空間づく り と 生活環境保全

Ⅳ

取り 組みの方向性取り 組みの方向性

５ 　 行政サービスの向上

関連するSD Gs関連するSD Gs
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現状・ 課題現状・ 課題

● 　 豪雨災害、 猛暑、 大雪など市民生活を脅かす自然災害が頻発し 、 さ ら に激甚化の傾向が

ある中、 防災・ 減災対策の一層の充実が求めら れます。

● 　 少子高齢化や核家族化が進む中、 近所付き 合いの希薄化や地域への帰属意識の低下は、

高齢者、 障がい者、 要介護者など、 災害時に自力での避難や対策が難し い人を取り 残す危

険性につながるこ と も 考えら れます。

● 　 東区の刑法犯認知件数は年々減少し ているも のの、 手口が巧妙・ 悪質化する特殊詐欺被

害が増加し ているほか、 デジタ ル化の進展に伴い、 インタ ーネッ ト やSN Sに関する犯罪被

害も 後を絶ちません。

● 　 東区には工場や商業施設が多く 、 幹線道

路も 区内に広く 整備さ れ、 交通量が多いこ

と から 、 交通事故の発生件数は中央区、 西

区に次いで多く なっ ています。（ 図表）

● 　 自動車が多く 行き交う 東区において歩

行者の安全を守るこ と は重要であり 、 通

学路の安全確保や、 高齢者や障がい者に

と っ て歩き にく い歩行空間の改善に向け

た取り 組みが求めら れます。

● 　 少子高齢化、 核家族化の進行に加え、 新型コ ロナウイ ルス感染症の影響による生活様式

の変化で、 人付き 合いの希薄化が一層進んだこ と などにより 、 子育て家庭、 高齢者、 障が

い者、 要介護者など、 援助を必要と する人が日常生活での手助けを得ら れなかっ たり 、 自

宅に閉じ こ も り がちになっ ています。

● 　 行政や福祉関係機関を はじ め、 近所や自治会・ 町内会など地域ぐ るみで連携し 、 互いに

気づき 寄り 添う 関係を築く こ と が求めら

れます。

● 　 食生活の変化や運動習慣の減少により 、

生活習慣病やメ タ ボリ ッ ク シンド ロームの

割合が増加し ています。 また、 高齢化の進

展に伴い、 認知症や寝たきり などの要介護

状態になる人も 増加し ているほか、 新型コ

ロナウイルス感染症の感染拡大による運動

機会や交流機会の制限も、 区民の健康づく

り に影響を与えています。（ 図表）

安心・ 安全なまちづく り の推進安心・ 安全なまちづく り の推進

支え合い助け合う 地域福祉の推進支え合い助け合う 地域福祉の推進

0

1 0 0
1 0 1

2 0 1

4 3 4

7 1

5 8 4 8

2 3 8

7 0

2 0 0

3 0 0

4 0 0

（ 件）

各区の交通事故発生状況

北区 東区 中央区 江南区 秋葉区 南区 西区 西蒲区

出典： 新潟市（ 市民生活課）（ R3 ）

（ ％） 各区のメ タ ボ該当者及び予備群の割合

0
北区 東区 中央区 江南区 秋葉区 南区 西区 西蒲区

1 0

2 0

3 0

4 0

3 3 .0 3 3 .6

2 9 .1 2 9 .7
3 2 .5 3 1 .7 3 1 .0 3 1 .5

出典： 新潟市国民健康保険 特定健康診査結果（ R2 ）

１

２
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● 　 今後ますます高齢化が進展する中にあっ て、 区民が健康にいき いき と 生活し ていく ため

には、 日常生活における健康づく り と 生き がいづく り が、 フ レイ ル予防、 介護・ 認知症予

防につながると 言えます。

● 　  東区の生活保護を受給し ている世帯の割合は、８ 区の中で最も 高く なっ ています。 また、

様々な課題を抱える生活困窮者に対し 、 一人ひと り の状況に応じ た支援が求めら れます。

● 　 生活課題が多様化、 複雑化する中、 行政をはじ め、 関係機関や地域が連携し て相談や支

援にあたる必要があり ます。

● 　 東区は、 国道７ 号（ 新潟バイ パス・ 新新バイ パス）、 国道1 1 3号、 県道新潟新発田村上線

（ 旧国道７ 号）、 県道新潟港横越線（ 通称： 赤道）などの主要幹線道路が整備さ れ、 優れた交

通基盤が形成さ れています。 一方で、 朝夕のラ ッ シュ 時に幹線道路の交差点などにおいて

渋滞が発生し ています。

● 　 高齢化の進展や脱炭素社会の推進などを背景に、 自家用車に頼ら ない移動のための生活

交通のあり 方について考えていく 必要があり ます。

● 　 東区バスは、 区制導入に伴う 区役所への移動手段などの目的で、 民間路線バスを補完する

も のと し て運行し ていますが、 高齢化の進展、 新潟駅の高架化、 越後石山駅周辺整備などに

より 交通環境の大きな変化が予想さ れるこ と などを踏まえ、 利用者のニーズにより 即し た運

行や、 東区のまちづく り に資する運行形態の検討などが求めら れます。（ 図表）

● 　 工場や公共施設の移転などにより 未利用と なっ ている大規模遊休地が増えており、 その

有効活用が求めら れます。

持続可能な交通環境の整備と 公共施設等の利活用持続可能な交通環境の整備と 公共施設等の利活用

H2 7 H2 8 H2 9 H3 0 R1 R2 R3
0

2 万

4 万

6 万

8 万

1 0 万

（ 人）

東区バス利用者数の推移

河渡ルート 松崎ルート

4 5 ,1 1 3  

9 9 ,2 3 3 9 7 ,9 7 7
1 0 5 ,5 1 7 1 0 5 ,5 5 3 1 0 2 ,8 3 7

8 1 ,6 9 4

8 7 ,6 7 0

5 4 ,1 2 0  
5 1 ,4 4 3  

5 3 ,5 6 4  5 1 ,8 4 1  4 9 ,8 0 1  
4 1 ,1 3 5  4 5 ,1 8 0  

4 6 ,5 3 4  

5 1 ,9 5 3  5 3 ,7 1 2  
5 3 ,0 3 6  

4 0 ,5 5 9  
4 2 ,4 9 0  

出典： 新潟市（ 東区地域課）

３
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● 　 東区は、 じ ゅ んさ い池や山の下海浜公園、 通船川などの豊かな水辺環境に恵まれていま

す。 それら の環境を保全・ 活用し た憩いの空間づく り が求めら れます。

● 　 東区には、 重工業から 軽工業、 卸売・ 小売業やサービス業まで多様な業種の事業所が立

地し ています。 一方で、工場などから 発生する騒音、振動、悪臭などの相談も 寄せら れます。

公害の未然防止のため、 工場など の環境保

全に対する積極的な取り 組みが必要です。

● 　 東区では、 道路、 公園やその周辺など の

清掃を 地域コ ミ ュ ニティ 協議会単位で行う

「 東区ク リ ーン 大作戦」を 平成19 年から 継続

的に実施し ており 、 地域内に浸透し た取り

組みになっ ていま す。 一方で、 参加者の高

齢化や固定化と いっ た課題も ある ため、 幅

広い世代が参加でき る 持続可能な取り 組み

にし ていく 必要があり ます。

● 　 生活スタ イ ルや価値観等の多様化に伴い、

区役所に求めら れる 区民のニーズも 多様化

し ています。 迅速で確実な窓口サービ スに

加え、 デジタ ル化など の社会環境の変化に

対応し た各種手続き の円滑化が求めら れま

す。

● 　 生活課題や地域課題が多岐にわたり 複雑

化する 中で、 区民一人ひと り に寄り 添い、

共に課題解決に向け取り 組む区役所である

必要があり ます。

憩いの空間づく り と 生活環境保全憩いの空間づく り と 生活環境保全

行政サービスの向上行政サービスの向上

自治会・ 町内会によ る 清掃活動

デジタ ル端末を 活用し た窓口サービ ス

４

５
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取り 組みの方向性取り 組みの方向性

安心・ 安全なまちづく り の推進安心・ 安全なまちづく り の推進❶
　 自然災害や犯罪、 交通事故などから 区民の生命と 財産を守るため、 自助、 共助、 公助の連

携により 安心・ 安全なまちづく り を推進し ます。

災害時の避難所運営を 想定し たワーク ショ ッ プ 幼児交通安全教室

（ １ ） 防災・ 減災対策の充実

　 ・  地域コ ミ ュ ニティ 協議会や自主防災組織などによる防災啓発活動や、 防災体制強化に向

けた取り 組みを支援し ます。

　 ・  避難所運営のための連絡会やワーク ショ ッ プの開催、 運営マニュ アルの充実などを通じ

て、 避難所運営体制の強化及びノ ウハウ習得のための取り 組みを継続的に進めます。

　 ・  避難行動要支援者名簿の整備など、 要支援者情報の把握に努め、 災害時や緊急時の迅速

な支援につながる仕組みづく り を進めます。 　 　 　 　

　 ・ 災害への備蓄や避難行動など各家庭での防災意識について啓発を行います。

（ ２ ） 防犯体制、 交通安全対策の強化

　 ・  警察、 地域、 関係団体と の連携を強化し ながら 防犯・ 交通安全対策を推進すると と も に、

地域における活動を支援し ます。

　 ・  広報啓発活動を推進し 、 地域や各家庭を はじ め、 子ども から 高齢者まであら ゆる世代の

防犯意識と 交通安全意識が高まるよう 働きかけます。

　 ・ 誰も が利用し やすい安全な歩行空間の確保に努めます。
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支え合い助け合う 地域福祉の推進支え合い助け合う 地域福祉の推進❷
　 人口減少・ 少子高齢化に加え、 新型コ ロ ナウイ

ルス感染症の影響など、 社会情勢や生活環境が大

き く 変化する 中、 住み慣れた地域で誰も が自分ら

し く 安心し て暮ら し ていく ために求めら れる のが

「 地域共生社会」の実現です。 障がいや介護に関す

る 様々な機関が協働し て包括的に支援する と と も

に、 住民一人ひと り や多様な主体がつながり 合い、

それぞれが生き がいや役割を も っ て、 互いに支え

合い、 助け合う まちづく り を推進し ます。

（ １ ） 誰も が自分ら し く 生き るつながり の支援

　 ・  高齢者が住み慣れた地域で自分ら し い暮ら し ができるよう 、 医療・ 介護・ 予防・ 住まい・

生活支援が一体的に提供でき る「 地域包括ケアシステム」の深化、 推進を 図ると と も に、

地域での助け合いの意識啓発に取り 組みます。

　 ・  高齢者や障がい者、 子育て家庭などへの地域の見守り や居場所づく り などの地域活動を

支援し ます。

　 ・  民生委員・ 児童委員や地域コ ミ ュ ニティ 協議会、 社会福祉協議会などの関係機関等と の

連携を一層強化し 、 住民の福祉ニーズに即し た支援を推進し ます。

（ ２ ） 健康づく り 、 生き がいづく り への支援

　 ・  健康寿命延伸のため、 各種がん検診や特定健診等の定期的な受診を勧奨し 、 生活習慣病

や疾病の早期発見、 早期治療につなげます。

　 ・  高齢者の介護予防、 認知症予防、 フ レ イ ルチェ ッ ク などに取り 組むと と も に、「 地域の

茶の間」など地域住民同士の支え合いのし く みづく り を支援し ます。

　 ・  栄養・ 運動・ 休養などの健康づく り に関する教室や講習会等を通じ た意識啓発と 実践の

機会の提供に努めます。

　 ・  生涯学習機会の提供や、 趣味や地域活動を 通じ た仲間づく り の機会の提供に努め、 生き

がいづく り を支援し ます。

（ ３ ） より そう 相談支援体制の充実

　 ・  各種支援制度、 相談窓口の情報、 福祉・ 子育て情報マッ プなど、 多様な媒体を効果的に

活用し ながら 積極的な情報発信に努めると と も に、 地域の中でのつながり を活かし た情

報提供・ 情報伝達の充実を図り ます。

　 ・  生活に困窮する人のおかれた環境を理解し 不安に寄り 添い、 関係機関と 連携し 自立を支

援し ます。

　 ・  低所得世帯の子ども への学習支援を継続的に行い、 学習習慣の定着と 進路選択の機会確

保を図り ます。

子ども 食堂での歯と 食育の相談会
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持続可能な交通環境の整備と 公共施設等の利活用持続可能な交通環境の整備と 公共施設等の利活用❸
　 円滑な交通体系の構築を 図ると と も に、 持続可能な生活交通のあり 方について、 地域住民

の視点に立っ た検討を進めます。 また、 大規模遊休地や公共施設等の利活用に関し ても 中長

期的な視点で地域と 共に考え、 持続可能なまちづく り に取り 組みます。

利用環境の整備が進む越後石山駅

デジタ ルサイ ネージによ る

区バスの運行情報の発信

ノ ン ステッ プ車両で運行し ている

東区バス（ 松崎ルート ）

（ １ ） 交通の円滑化と 生活交通の確保

　 ・  越後石山駅の駅舎のバリ アフ リ ー化や駅前広場の整備など、 交通結節点の利用環境の向

上を図り ます。

　 ・  幹線道路などの渋滞箇所においては、交差点改良などの対策を検討し 、渋滞緩和に努めます。

　 ・  東区バスの安定的な運行と 運行情報等の分かり やすい情報発信に努めると と も に、 デジ

タ ル技術の活用などを通じ て利便性の向上を図り ます。

　 ・  自家用車に頼ら ない移動のための生活交通のあり 方について、 地域住民と 共に検討を進

めます。

（ ２ ） 土地や施設等の有効活用

　 ・  大規模遊休地は、 地域の課題や特性を踏まえ、 民間事業者と 連携し ながら 周辺環境と 調

和し た土地利用を誘導し ます。

　 ・  区役所庁舎（ 東区プラ ザ）、 その他公共施設の利活用について、 地域住民や関係機関と 連

携し ながら 検討し 、 状況や環境に応じ た有効活用を図り ます。
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憩いの空間づく り と 生活環境保全憩いの空間づく り と 生活環境保全

行政サービスの向上行政サービスの向上

❹

❺

　 水辺や公共空間を 活用し た憩いの空間づく り

を 進める と と も に、 生活環境の保全を 図り 、 区

民が気持ち良く 快適に暮ら せる環境づく り を 推

進し ます。

　 区民に寄り 添っ た誠実かつ正確な対応はも ちろ んのこ と、 社会情勢の変化や多様化する住

民ニーズに対し 、 適切なサービスを着実に提供し ます。 また、 正し い情報、 必要な情報の発

信と 丁寧な広聴の充実に努めます。

（ １ ） 社会環境に対応し た適切なサービスの提供

　 ・  来庁者への分かり やすい案内表示やスムーズな対応など、 窓口サービスの一層の向上に

努めます。

　 ・ デジタ ル化への対応などを円滑に進め、 行政サービスの利便性の向上に努めます。

（ ２ ） 広報・ 広聴の充実

　 ・  区役所だより や区ホームページ、 SN Sなど多様な媒体を効果的に活用し 、 分かり やすい

広報に努めます。

　 ・ 区長への手紙や区民と の意見交換の場の設定など広聴の充実に努めます。

（ １ ） 水辺を 活かし た憩いの空間づく り

　 ・  水辺空間の環境を保全すると と も に、 価値や魅力を発信し 、 憩いの場や学びの場、 交流

の場など多様な視点での利活用を図り ます。

（ ２ ） 協働による地域の生活環境保全

　 ・  地域、 民間事業者、 行政の協働による道路、 公園やその周辺などの地域美化活動を 推進

し ます。

　 ・  工場などへの助言、指導を行いながら 、周辺の生活環境に配慮するよう 働きかけを行います。

　 ・  住みよ い郷土推進協議会東区支部と の連携によ り 、 公衆衛生に関する取り 組みを 行い、

生活環境の改善を図り ます。

地域住民、 企業などと 協働で行っ ている

じ ゅ んさ い池の環境保全活動

35第３ 章　 東区の現状・ 課題と 取り 組みの方向性



　 東区では、 施策をより 分かり やすく 示し 、 効果的に取り 組みを 進めるため、 いく つかの分

野別計画を策定し ています。 区ビジョ ン基本方針、 区ビジョ ンまちづく り 計画に基づき なが

ら 、 こ れら の分野別計画と と も に、 総合的にまちづく り を推進し ていき ます。

新潟市総合計画

東区区ビジョ ンまちづく り 計画

区ビジョ ン基本方針

東区の主な分野別計画

【 東区　 区民と 進めるまちづく り 　 東区まちづく り 計画】

　 都市計画基本方針の区別構想に基づき 策定し た東区独自の計画で、 中地区、 東地区、

石山地区と エリ アごと に都市計画分野のまちづく り の方向性を分かり やすく 示し たも の。

【 東区 地域ふれあいプラ ン～東区地域福祉計画・ 地域福祉活動計画～】

　 社会福祉法に基づく 市町村地域福祉計画に位置付けら れ、 区社会福祉協議会など民間の

活動・ 行動計画である地域福祉活動計画と 一体的に策定し たも の。 高齢者福祉、 障がい者

福祉、 児童福祉など地域住民の福祉に関連する施策や取り 組みの方向性を示し たも の。

【 東区生活交通改善プラ ン】

　 地域公共交通の活性化及び再生に関する法律に基づく 新潟市地域公共交通網形成計画

の一部と し て位置づけら れる。 東区の公共交通の現状と 課題への対応や、 地域の実情に

応じ て必要と なる具体的な交通施策等を示し たも の。

【 じ ゅ んさ い池みら いプラ ン】

　 住宅街の中にあっ て 貴重な 自然環境を 有し 、 砂丘湖と いう 希少な 成り 立ち を も つ　

じ ゅ んさ い池の環境保全や利活用の方向性に関し て、「 未来につなぐ 」と いう 視点から 持

続可能なあり 方を地域住民などと 共に検討し 取り まと めたも の。

東区の分野別計画

（ 令和５ 年３ 月時点）
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●　 あ行

　 　 運
う ん

動
どう

普
ふ

及
きゅう

推
すい

進
し ん

委
い

員
いん

 〔 初出 P2 3〕

　 　 　 地域に健康づく り のための運動を広めているボラ ンティ ア。

●　 か行

　 　 学
がく

・ 社
し ゃ

・ 民
みん

 〔 初出 P1 4〕

　 　 　  「 学」は学校、「 社」は公民館や図書館などの社会教育施設、「 民」は地域住民、 家庭、 地

域の団体や企業のこ と 。

　 　 学
がっ

校
こ う

運
う ん

営
えい

協
きょ う

議
ぎ

会
かい

制
せい

度
ど

（ コ ミ ュ ニティ ・ スク ール） 〔 初出 P22 〕

　 　 　  保護者や地域住民等が一定の責任と 権限のも と 学校運営に参画し、 一体と なっ てより

良い教育の実現に向けて連携、 協働するための制度。 学校運営協議会を設置し た学校

を、 コ ミ ュ ニティ ・ スク ールと いう 。 　

　 　 家
か

庭
てい

教
きょ う

育
いく

学
がっ

級
きゅう

 〔 初出 P2 2 〕

　 　 　  出産前から 中学生期までの子ども の成長に合わせて必要な情報や課題を学んだり、 親

と し て子ども と どう 付き合っ ていく かを考える連続講座。

　 　 関
かん

係
けい

人
じ ん

口
こ う

 〔 初出 P18 〕

　 　 　  地域内にルーツのある者や過去の勤務・ 滞在等の何ら かの関わり がある者など、 地域

と 多様に関わる人々のこ と 。 移住し た人を 含みその地域に住んでいる「 定住人口」、 観

光目的やビジネス目的などでその地域を訪れる「 交流人口」と は異なる。

　 　 区
く

バス 〔 初出 P1 3〕

      　  区制導入に伴い区役所への移動など新たに生じ る移動ニーズや区のまちづく り に対応

するこ と を目的に、 区が運行計画を立案し 、 交通事業者に委託し て運行する乗合バス。

　 　 刑
けい

法
ほう

犯
はん

認
にん

知
ち

件
けん

数
すう

 〔 初出 P29 〕

      　  「 刑法」に規定さ れた犯罪（ 交通事故によるも のを除く ）で、 警察において被害届、 告訴、

告発等を受理し た件数のこ と 。道路交通法やその他の法律に規定さ れた罪は含まない。

　 　 健
けん

康
こ う

寿
じ ゅ

命
みょ う

 〔 初出 P33 〕

      　 健康上の問題で日常生活が制限さ れるこ と なく 生活ができる期間。

　 　 交
こ う

流
り ゅう

人
じ ん

口
こ う

 〔 初出 P18 〕

　 　 　 観光目的やビジネス目的などでその地域を訪れる人々のこ と 。

●　 さ 行

　 　 産
さ ん

業
ぎょ う

観
かん

光
こ う

 〔 初出 P17 〕

　 　 　  歴史的・ 文化的価値のある産業文化財（ 古い機械器具、 工場遺構などのいわゆる産業

用語集
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遺産）、 生産現場（ 工場、 工房等）及び産業製品を 観光資源と し 、 それら を 通じ ても の

づく り の心にふれると と も に、 人的交流を促進する観光活動。

　 　 自
じ

主
し ゅ

防
ぼう

災
さ い

組
そ

織
し き

 〔 初出 P3 2 〕

　 　 　  地域住民が「 自分たちのまちは自分たちで守る」と いう 共助の精神に基づき、 地域の防

災活動のために自主的に結成さ れた組織のこ と 。

　 　 社
し ゃ

会
かい

教
きょ う

育
いく

施
し

設
せつ

 〔 初出 P2 0 〕

　 　 　  家庭や学校の外で、 児童から 青年、 成年、 高齢者に至るまで、 全ての年齢の人たちに、

学習や研修、 スポーツや趣味に興じ たり 、 楽し む機会を提供するための施設。 図書館、

博物館、 公民館などをいう 。

　 　 食
し ょ く

生
せい

活
かつ

改
かい

善
ぜん

推
すい

進
し ん

委
い

員
いん

 〔 初出 P2 3 〕

　 　 　  食を通じ 、 地域で健康づく り を推進し ているボラ ンティ ア。

　 　 スポーツ推
すい

進
し ん

委
い

員
いん

 〔 初出 P2 3〕

　 　 　  スポーツ 基本法に基づき 市長が委嘱する 非常勤職員。 地域のスポーツ 団体や学校、

PTA、 自治会などと 密接に連携し ながら スポーツ振興会の中心的役割を担い、 地域の

スポーツ・ レク リ エーショ ンに関する行事の企画・ 運営、 指導を行う 。

　 　 住
す

みよい郷
きょ う

土
ど

推
すい

進
し ん

協
きょ う

議
ぎ

会
かい

 〔 初出 P3 5〕

　 　 　  自治会・ 町内会が会員になり 、 地域の公衆衛生活動や保健福祉の向上を目的に活動し

ている組織。

　 　 生
せい

活
かつ

習
し ゅう

慣
かん

病
びょ う

 〔 初出 P2 9〕

　 　 　 食習慣、運動習慣、休養、喫煙、飲酒等の生活習慣が、その発症・ 進行に関与する疾患群。

●　 た行

　 　 脱
だつ

炭
たん

素
そ

化
か

〔 初出 P18 〕

　 　 　 温室効果ガスの排出量と 吸収量を均衡さ せ、 排出量を実質ゼロと するこ と 。

　 　 地
ち

域
いき

共
きょ う

生
せい

社
し ゃ

会
かい

 〔 初出 P3 3 〕

　 　 　  地域住民や地域の多様な主体が「 我が事」と し て参画し 、 人と 人、 人と 資源が世代や分

野を超えて丸ごと つながるこ と で、 住民一人ひと り の暮ら し と 生き がい、 地域を共に

創っ ていく 社会のこ と 。

　 　 地
ち

域
いき

の茶
ちゃ

の間
ま

 〔 初出 P3 3 〕

　 　 　  集会所や空き 家などを利用し て、 子ども から 高齢者、 障がい者、 子育て中の親子など

地域に住む誰も が気軽に立ち寄り 、 自由に時間を過ごせる地域の居場所。

　 　 地
ち

域
いき

包
ほう

括
かつ

ケアシステム 〔 初出 P33 〕

　 　 　  「 介護」「 医療」と いう 専門的なサービスと 健康寿命延伸を目指す「 介護予防」、 その前提

と し ての「 住まい」と「 生活支援」が一体的に提供さ れるこ と で、 可能な限り 住み慣れた

地域で在宅の生活ができるよう にする地域の包括的な支援・ サービス提供体制のこ と 。
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　 　 特
と く

殊
し ゅ

詐
さ

欺
ぎ

 〔 初出 P29 〕

　 　 　  犯人が電話やハガキ（ 封書）等で親族や公共機関の職員等を名乗っ て被害者を信じ 込ま

せ、 現金やキャ ッ シュ カ ード をだまし 取っ たり 、 医療費の還付金が受け取れるなどと

言っ てATM を操作さ せ、 犯人の口座に送金さ せたり する犯罪のこ と 。

　 　 都
と

市
し

近
き ん

郊
こ う

農
のう

業
ぎょ う

 〔 初出 P1 0 〕

　 　 　 市場や消費地に近い、 都市の近郊で行われる農業。

●　 な行

　 　 渟
ぬ

足
たり

柵
のき

 〔 初出 P6 〕

　 　 　  大化３（ 6 4 7）年に造営さ れたと さ れるも ので、 蝦
え み し

夷（ ヤマト 政権の支配が及ばない日

本の北方に暮ら す人々）に備えた防衛施設であると と も に、 都から 遠く 離れた地方を

治める行政施設であっ たと 考えら れている。

●　 は行

　 　 バリ アフ リ ー化
か

 〔 初出 P34 〕

　 　 　 高齢者や障がい者が社会生活を送るう えで障壁と なるも のを取り 除く こ と 。

　 　 附
ふ

属
ぞく

機
き

関
かん

 〔 初出 P25 〕

　 　 　  市民、 学識経験者、 関係団体の代表者などから 構成さ れ、 地方公共団体が行う 事務・

事業について必要な審査、 審議または調査等を行う ため、 地方自治法に基づき 設置さ

れる機関。

　 　 ブラ ンディ ング 〔 初出 P17 〕

　 　 　  対象の魅力や独自性を積極的に発信し たり 、 注目を 引く 取り 組みにより 、 イ メ ージや

認知度を高めていく こ と 。

　 　 フ レイ ル 〔 初出 P30 〕

　 　 　  加齢などにより 心身の活力（ 筋肉、 認知機能、 社会と のつながり など）が低下し た状態。 多

く の人が健康な状態から こ のフ レイルの段階を経て、要介護状態に至ると 考えら れている。

●　 ま行

　 　 メ タ ボリ ッ ク シンド ローム 〔 初出 P2 9 〕

　 　 　  お腹周り の内臓に脂肪が蓄積し た内臓脂肪型肥満に加え、 高血圧、 高血糖、 脂質異常

の危険因子を２ つ以上も っ た状態。

●　 わ行

　 　 ワーク ショ ッ プ 〔 初出 P32 〕

　 　 　  参加者個々が考え、 お互い協力し 合い、 与えら れたテーマを 元に展開する会議や共同

作業のこ と 。
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●　 アルフ ァ ベッ ト

　 　 Ｂ
ビー

t
ト ゥ ー

o Ｂ
ビ ー

業
ぎょ う

態
たい

 〔 初出 P1 7 〕

　 　 　  Business to  Businessの略。 企業が企業に向けて商品やサービスを提供する、 法人向

けの取引や事業を指す。 一方、 消費者向けの取引は、 Ｂ
ビー

t
ト ゥ ー

oＣ
シー

（ Business to  Consum er）

と いう 。

　 　 Ｃ
シー

Ｓ
エス

Ｒ
アール

（ 企業の社会的責任） 〔 初出 P1 8 〕

　 　 　  Co rp o ra te  So cia l Resp o nsib ilityの略。 企業が社会に与える 影響に責任を 持ち、 社

会の持続的発展のために貢献すべき と する考え方。 また、 そのよう な考え方に基づい

て実践さ れる諸活動。

　 　 Ｎ
エヌ

Ｐ
ピー

Ｏ
オー

法
ほう

人
じ ん

 〔 初出 P2 1〕

　 　 　  N o n Pro fi t O rgan izatio nの略。 非営利組織。 政府・ 自治体や私企業と は独立し た存

在と し て、 市民が主体と なっ て社会的な公益活動を行う 組織・ 団体。

　 　 S
エス

D
ディ ー

G
ジー

s
ズ

 〔 初出 P2 〕

　 　 　  Susta inab le  D eve lo p m ent Go a ls（ 持続可能な開発目標）の略。 よ り よ い社会の実

現を 目指す2 0 30 年までの世界共通の目標で、 2 0 15 年の「 国連持続可能な開発サミ ッ

ト 」において1 93 の加盟国の全会一致により 採択さ れた。 将来世代のこ と を 考えた持

続可能な世界を実現するための1 7 の目標と 1 69 のタ ーゲッ ト から 構成さ れている。

　 　 Ｓ
エス

Ｎ
エヌ

Ｓ
エス

 〔 初出 P1 9 〕

　 　 　  So cia l N etw o rk ing  Serviceの略。 イ ンタ ーネッ ト を通じ て、 社会的なネッ ト ワーク

の構築を支援するサービス。
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